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形
所
持
人
で
あ
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甲
が
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亡
し
て
、
そ
の
相
続
人
乙
が
手
形
の
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書
を
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る
こ
と
を
明
示
し
て
乙
が
署
名
し
た
場
合
に
、
そ
の
手
形
は
裏
書
の
連
続
を
欠
く
も
の
で
あ
る
か
苔
か
・
に
つ
い
て
は
学
説
が
分
れ
る
。
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連
続
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は
純
形
式
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に
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さ
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で
あ
っ
二
言
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続
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が
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近
時
の
通
説
で
あ
る
。
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通
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拠
に
つ
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私
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し
た
が
っ
て
理
解
す
る
こ
と
に
ま
り
、
か
っ
て
肯
定
説
を
と
っ
た
所
の
大
審
院
判
例
φ
結
論
を
支
持
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。
本
稿
は
、
右
の
立
場
か
ら
否
定
説
の
論
拠
を
検
討
す
る
と
共
に
、
併
せ
て
、
肯
定
説
の
あ
り
う
べ
き
法
律
構
成
如
何
・
を
考
察
す
る
鵬

こ
と
を
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て
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そ
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
・
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恥

ま
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に
、
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題
の
讐
を
明
確
限
芒
壽
Σ
と
が
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無
用
の
混
乱
蓮
け
至
に
不
惑
の
こ
と
恵
わ
鴛
．
す
な
鬼

ち
、
本
稿
で
取
扱
わ
れ
る
の
は
、
手
形
面
上
、
被
相
続
人
が
直
前
の
裏
書
に
よ
り
被
裏
書
人
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
手
形
、
別
言
す
れ
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書
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付
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続
あ
り
ゃ
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で
あ
る
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し
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に
よ
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被
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又
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、
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続
人
自
身
の
氏
名
を
補
充
し
て
手
形
を
譲
渡
し
う
る
た
め
に
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
裏
書
連
続
の
有
無
が
特
別
に
問
題
と
な
る
2
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、
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上
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・
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い
て
は
、
相
続
人
に
、
か
＼
る
表
示
方
法
に
よ
る
裏
書
権
が
あ
る
か
否
か
は
之
を
別
と
し
て
、
裏
書
連
続
を
欠
か
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は

殆
ど
争
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
も
本
稿
の
範
囲
外
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
か
』
る
相
続
人
乙
が
、
「
甲
相
続
人
乙
」
と
肩
書
し

て
裏
書
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
裏
書
の
効
力
、
こ
と
に
、
そ
の
資
格
授
与
的
効
力
の
有
無
を
考
察
す
る
こ
と
を
以
て
、
其
の
主
眼
点

と
す
る
。
か
』
る
相
続
人
資
格
の
表
示
に
、
手
形
法
上
い
か
な
る
意
義
が
附
与
さ
る
べ
き
か
・
お
よ
び
、
か
」
る
肩
書
を
付
記
す
る
こ
と

な
く
し
て
単
に
、
相
続
人
自
身
の
署
名
の
み
を
以
て
裏
書
さ
れ
た
場
合
と
の
相
異
に
つ
い
て
は
、
　
〔
五
）
に
お
い
て
、
や
」
詳
細
に
検
討

す
る
。

　
ま
す
は
じ
め
に
、
相
続
人
の
法
律
上
の
地
位
に
つ
い
て
反
省
を
七
て
お
く
こ
と
が
開
題
の
解
決
に
乏
っ
て
近
道
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

こ
の
点
に
つ
い
て
次
章
で
考
察
を
加
え
て
お
こ
う
。

　
　
ω
　
否
定
観
　
　
こ
の
場
合
、
裏
書
の
連
続
な
し
と
し
、
た
団
相
続
関
係
の
立
証
あ
る
場
合
に
の
み
欠
敏
が
架
橋
せ
ら
れ
て
、
所
持
人
の
実
質
的
資

　
　
格
が
承
認
さ
れ
う
る
が
故
に
、
こ
の
立
証
を
待
っ
て
の
み
、
手
形
所
持
人
の
権
利
行
使
を
み
と
め
る
・
と
す
る
の
が
近
時
の
通
説
で
あ
る
。
O
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∩
冨
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ζ
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三
国
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」
這
〉
ご
む
・
い
亭
も
6
・
ご
日
・
但
し
、
相
続
資
格
の
表
示
あ
る
場
合
に
限
り
例
外
と
し
て
裏
書
の
申
断
と
な
ら
ぬ
と
い
う
。
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国
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廿
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一
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§
山
ω
0
7
8
す
8
ま
這
嶺
Q
り
」
お
に
引
用
さ
れ
て
い

る
）
。
な
お
、
も
α
㌶
駕
び
一
恥
ヰ
碧
N
≦
、
・
O
・
（
一
℃
N
ゆ
）
＞
b
ヨ
・
置
N
¢
姻
ま
も
否
定
説
で
あ
る
と
し
て
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
φ
叶
一
O
Q
↑

．
碧
N
・
即
・
即
・
O
・
〉
ご
§
・
い
§
⑳
ま
は
明
白
に
、
民
法
的
な
権
利
承
継
者
も
裏
書
し
う
べ
き
形
式
的
資
格
者
で
あ
り
、
か
＼
者
に
よ
る
裏
書
が

中
間
に
介
在
す
る
場
合
に
も
裏
書
の
連
続
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
V
否
定
説
と
し
て
引
用
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
だ
だ
＞
b
ヨ
・
峯
N
縄

㈱
状
の
後
半
の
部
分
に
お
い
て
「
手
形
訴
訟
の
場
合
に
限
り
、
裏
書
の
形
式
的
申
断
は
、
手
形
所
持
人
が
そ
の
実
質
的
承
継
を
立
証
す
る
こ
と
に
よ

り
、
補
充
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
挙
証
責
任
転
換
の
効
力
を
み
ど
め
な
い
点
が
、
ふ
つ
う
の
肯
定
説
と
異
る
点
で
あ
砺
、
か
つ
、
多
く
の

学
省
か
ら
非
難
を
う
励
た
点
で
あ
る
（
た
と
え
ば
竃
ぱ
冨
鑑
9
≦
、
8
冨
画
器
6
プ
ニ
。
旨
。
り
・
ロ
G
。
〉
駅
碧
竈
）
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
否
定
説
を
と
る
も
の
と
し
て
次
の
文
献
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
鈴
木
・
「
裏
書
の
抹
消
」
法
協
五
十
巻
二
四
ず
二
五
頁
。

竹
田
．
「
裏
書
の
不
連
続
乏
手
形
所
持
人
」
民
商
五
巻
二
一
二
四
頁
。
山
尾
．
新
手
形
法
論
（
昭
1
0
）
二
五
四
頁
。
伊
沢
・
手
形
法
・
小
切
手
法
（
冊

3
0
）
三
八
八
頁
。
田
中
（
誠
）
・
手
形
法
小
切
手
法
（
昭
2
6
y
一
六
七
頁
。
石
井
・
商
法
下
巻
（
昭
2
9
）
二
一
五
一
二
｝
六
頁
。
高
田
・
証
券
法
概

論
上
巻
（
昭
3
0
）
二
一
一
頁
。
大
隅
・
手
形
法
小
切
手
法
講
義
（
昭
2
8
）
↓
＝
二
頁
。
大
森
・
手
形
法
小
切
手
法
（
昭
2
4
）
＝
四
一
査
頁
。
島
本

、
・
手
形
法
及
小
皿
手
法
（
昭
9
）
一
〇
六
頁
。
大
橋
・
手
形
法
（
沼
旧
）
一
六
七
－
一
六
八
頁
。
升
本
重
夫
・
手
形
小
切
手
法
論
（
昭
1
0
）
一
五
七

頁
以
下
。
青
木
・
手
形
法
論
（
昭
2
）
四
三
六
頁
。
納
富
義
光
．
手
形
法
小
切
手
法
論
（
昭
1
6
）
二
六
五
－
二
八
六
頁
。
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に
よ
る
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書
の
不
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に
つ
い
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」
明
治
学
院
論
叢
三
十
八
号
第
二
輯
一
〇
一
頁
以
下
。
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せ
ず
、
相
続
人
な
ど
、
民
法
上
の
権
利
承
継
者
は
形
式
的
資
格
を
有
し
な
い
か
ら
、
’
た
と
い
、
こ
れ
ら
の
者
が
事
実
上
裏
書
署
名
を
し
ょ
う
と
も
、
そ
（

の
蕃
は
手
形
法
上
何
ら
の
効
力
も
直
せ
黒
影
民
法
上
の
碧
玉
雷
管
の
効
力
霧
す
る
に
止
る
・
た
と
い
手
形
所
持
人
に
よ
り
姦
的
㌦
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転
関
係
の
立
証
あ
る
も
、
裏
書
の
欠
敏
は
架
橋
さ
れ
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。
同
旨
、
乗
ず
α
㌍
氏
霧
≦
①
6
密
£
港
島
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。
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）
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，
肯
定
説
　
　
相
続
人
資
格
を
表
示
し
て
相
続
人
が
裏
書
を
な
し
た
る
場
合
に
は
裏
書
連
続
を
欠
か
な
い
・
と
す
る
の
が
ド
ィ
ッ
の
多
数
説
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
の
大
審
院
お
よ
び
我
国
の
大
審
院
も
、
こ
の
説
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
我
国
の
、
か
っ
て
の
通
説
は
、
こ
の
説
を
正
し
い
見
解
と
し
て
支

持
し
た
（
尤
も
そ
の
根
拠
を
明
示
し
た
も
の
は
少
い
）
。

b
d
⑦
ヨ
緯
①
ヨ
℃
〉
ロ
σ
q
①
目
①
貯
①
U
①
9
。
り
6
ン
①
‘
5
山
〉
犀
鴨
ヨ
。
貯
①
O
①
。
。
需
「
り
巴
9
彿
9
0
≦
①
9
。
・
①
一
〇
乱
ご
毒
ウ
q
（
一
。
。
O
c
。
）
G
∩
・
一
当
嚇
∩
o
。
。
碧
ざ
ピ
①
写
び
g
ゴ

畠
窃
出
自
謬
α
巴
。
陰
「
8
寓
ω
（
¢
N
O
）
ゆ
激
目
“
∩
・
ぐ
く
ぼ
宣
b
ユ
・
N
国
労
切
ユ
・
録
（
熔
δ
）
q
謄
・
お
噸
笛
・
O
・
目
魯
旨
騨
謬
P
U
9
『
げ
仁
9
伽
①
ω
山
Φ
暮
。
，
9
§

≦
8
重
賞
器
g
窃
（
誘
c
o
軌
）
Q
り
．
＄
い
嚇
9
巳
擢
「
一
国
嵩
冨
。
ダ
け
①
暮
ω
g
①
。
。
雷
碧
9
尻
「
8
三
邸
　
（
一
露
。
。
）
q
a
。
心
。
。
9
護
6
冨
①
扉
噛
≦
⑦
g
ω
包
触
8
澤

（
這
い
N
）
Q
。
Q
リ
ニ
。
。
b
。
・
ご
　
＞
5
ヨ
．
N
軌
弩
鷲
≦
○
自
．
〉
・
軌
§
㈱
ま
≦
○
．
ρ
§
の
8
諺
竃
、
一
≧
葺
8
9
を
8
冨
㊦
黄
①
・
。
簿
N
．
（
蕊
心
）

〉
コ
冒
・
D
碧
南
一
u
＞
謬
醤
・
一
〇
弩
峨
一
9
↓
ま
r
ユ
器
≦
－
8
冨
①
ぐ
⑦
∩
夏
（
一
〇
〇
日
c
o
）
Q
り
二
一
9
Ω
層
9
ε
仲
鳩
朝
ゆ
9
給
ぢ
8
葺
悶
ω
・
一
爲
〉
口
箏

ど
く
α
q
一
●
夘
Ω
ホ
矯
Q
◎
ム
舎
閑
Ω
二
継
も
自
．
ま
U
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
わ
が
国
で
肯
定
説
を
と
る
も
の
と
し
て
は
、
水
口
・
手
形
法
論
四
七
五
頁
（
大
1
4
）
。
松
本
・
手
形
法
（
昭
2
）
二
六
五
頁
・
註
一
。
松
波
。
日

本
手
形
法
（
大
1
1
）
六
七
九
頁
。
田
中
（
耕
）
・
手
形
法
小
切
手
法
概
論
（
昭
1
2
）
三
六
二
頁
。
大
浜
・
手
形
及
小
切
手
法
下
立
（
昭
9
）
四
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

頁
i
四
〇
一
頁
。
小
町
谷
・
商
法
講
義
巻
三
（
昭
1
9
）
九
六
頁
は
「
相
続
人
・
…
：
は
（
相
続
の
i
筆
者
註
）
事
実
を
立
証
し
う
乃
限
り
、
手
形
上
の

ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ

権
利
を
取
得
す
る
」
　
（
傍
点
筆
者
Y
と
さ
れ
て
い
る
が
、
、
こ
れ
は
前
後
の
関
係
か
ら
し
て
裏
書
の
連
続
が
回
復
さ
れ
る
・
と
い
う
い
み
に
解
せ
ら
れ

る
。
肯
定
説
を
と
っ
た
判
例
と
し
て
は
、
大
判
大
正
四
・
五
・
二
七
・
写
録
二
一
輯
八
一
二
頁
以
下
が
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
大
判
昭
和
毛
．
七
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

五
・
民
集
一
　
巻
↓
四
号
一
四
八
一
頁
は
「
転
付
命
令
に
因
る
手
形
取
得
者
に
は
、
債
権
譲
受
人
と
同
様
に
、
裏
書
続
行
権
が
な
く
、
し
た
が
っ
て

裏
書
連
続
も
欠
参
す
る
」
と
判
旨
し
て
い
る
（
傍
点
筆
者
）
。
か
く
の
如
く
相
続
人
に
つ
い
て
は
裏
書
続
行
権
を
み
と
め
て
、
そ
の
肩
書
が
示
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
限
り
連
続
あ
り
・
と
す
る
に
反
し
、
相
続
人
以
外
の
民
事
承
継
人
に
は
裏
書
続
行
権
な
ぐ
、
し
た
が
っ
て
裏
書
連
続
な
し
と
す
る
の
が
判
例
の
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こ
れ
ま
で
の
態
度
で
あ
る
。
し
か
し
「
形
式
的
資
格
な
き
者
と
錐
も
裏
書
権
は
あ
る
」
点
を
強
調
し
て
、
右
判
例
に
反
対
の
立
場
を
と
る
学
説
が
多

い
。
鈴
木
・
判
例
民
事
法
昭
和
七
年
度
一
一
六
事
件
三
八
八
頁
以
下
。
伊
沢
・
法
学
二
巻
二
号
洲
一
四
頁
。
同
八
号
一
五
八
頁
。
石
井
「
有
価
証
券

理
論
の
反
省
（
商
法
の
諸
問
題
所
牧
・
昭
3
0
）
四
四
八
－
九
頁
。
．
升
本
重
夫
・
法
学
新
報
四
三
巻
一
一
四
頁
。
こ
れ
ら
の
反
対
論
は
「
裏
書
続
行
権

は
形
式
的
資
格
に
基
い
て
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
手
形
取
得
湿
た
る
地
位
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
形
式
的
資
格
な
く
と
も
実
質
的
に
手
形
を
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

得
し
た
者
で
あ
れ
ば
当
然
、
そ
の
権
利
移
転
の
方
式
と
し
て
裏
書
を
な
し
う
べ
き
筈
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
転
付
命
令
に
よ
る
手
形
取
得
者
も
債

権
譲
受
人
・
相
続
人
と
同
じ
く
実
質
的
裏
書
権
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
に
実
質
的
裏
書
権
を
み
と
め
た
所
で
直
ち
に
こ
れ
ら
の
者
の
な

し
た
る
裏
書
に
資
格
授
与
的
効
力
を
み
と
め
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
裏
書
の
欠
亡
は
依
然
欠
敏
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
右
の
昭
和
七
年

大
審
判
決
は
誤
解
し
て
い
る
」
と
い
う
点
を
そ
の
論
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
、
こ
の
点
に
つ
い
て
貸
竹
田
・
民
商
前
掲
論
文
二
一
二
四
頁
も
同
様
の
主
，

旨
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
私
は
、
右
判
例
が
相
続
人
と
其
他
の
民
事
承
継
人
乏
を
区
別
し
て
取
扱
っ
て
い
る
点
に
賛
成
す
る
コ
そ
の
理
由
は
、
次

章
以
下
の
本
文
に
お
い
て
論
ず
る
。
し
か
も
右
判
例
に
反
対
す
る
説
が
（
裏
書
権
の
有
無
と
裏
書
連
続
の
有
無
と
が
無
関
係
で
あ
る
）
と
す
る
点
は

手
形
法
の
形
式
主
義
の
立
前
か
ら
し
て
当
然
の
結
論
と
し
て
承
認
せ
ぎ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
単
に
「
手
形
の
裏
書
権
は
被
相
続
人
に
専
属
す

る
も
の
で
な
く
、
相
続
人
も
こ
れ
を
有
す
る
が
故
に
そ
の
相
続
人
の
な
し
た
裏
書
あ
る
手
形
は
、
そ
の
連
続
を
欠
か
な
い
」
と
い
う
判
例
の
論
理
ば

誤
り
で
あ
る
と
思
う
。
，
し
か
し
反
対
説
が
、
相
続
人
と
そ
の
他
の
民
事
承
継
人
と
を
同
一
に
取
扱
い
、
し
か
も
資
格
の
付
記
あ
る
場
合
と
、
付
記
な

き
場
合
と
を
同
一
に
取
扱
う
態
度
に
は
賛
成
し
が
た
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
一
一
九
頁
以
下
参
照
。

ω
　
否
定
説
の
根
拠
を
詳
細
に
示
し
た
も
の
は
少
い
。
た
と
え
ば
伊
沢
・
前
掲
書
三
八
八
－
三
八
九
頁
は
単
に
「
相
続
法
に
実
質
的
裏
書
権
が
あ
る

と
い
う
だ
’
け
で
は
連
続
あ
り
と
は
い
え
な
い
。
け
だ
し
、
裏
書
連
続
の
有
無
は
、
純
形
式
的
に
判
断
さ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
か
つ
、
実
質
的
資
格
あ

る
こ
と
を
理
由
に
相
続
人
の
裏
書
に
資
格
授
与
的
効
力
あ
り
と
い
う
な
ら
債
権
譲
受
人
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
」
と
き
0
7

れ
る
に
止
る
。
こ
れ
ら
否
定
説
に
つ
い
て
は
、
後
述
〔
五
〕
＝
一
二
頁
以
下
に
お
い
て
や
＼
詳
し
く
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

㈲
　
大
判
大
正
四
・
五
・
二
七
・
民
録
一
二
輯
八
一
二
頁
以
下
。
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

ω
．
㈲
甲
の
要
人
乙
が
．
甲
相
続
人
乙
、
と
む
つ
奈
を
用
い
ず
直
接
垢
耳
の
署
名
の
み
を
以
て
裏
書
を
な
す
と
酉
偽
造
と
な
る
か
否
叡

か
、
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
相
続
人
が
被
相
続
入
の
法
律
上
の
地
位
を
承
継
す
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
　
「
被
相
続
人
甲
自
身
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の
名
を
以
て
裏
書
を
な
す
こ
と
も
、
相
続
人
の
権
限
に
属
す
る
」
ど
考
え
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎚

　
　
　
　
　
　
〔
二
〕
　
相
続
人
の
法
的
地
位

相
続
が
権
利
の
承
継
で
あ
る
か
・
地
位
の
承
継
で
あ
る
か
・
の
蹉
は
・
古
く
か
ら
争
わ
悪
所
で
鷲
が
・
近
時
の
通
説
は
・
地
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
？
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
環
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

承
継
説
忙
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
地
位
承
継
説
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
学
説
の
中
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
い
う
「
地
位
」
と
は
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

何
を
意
味
す
る
の
か
・
の
点
で
、
色
々
ニ
ユ
ァ
γ
ス
の
相
異
が
あ
り
、
そ
の
理
解
の
仕
方
如
何
に
よ
っ
て
は
、
或
は
、
従
来
の
権
利
承
継

説
と
殆
ど
大
差
な
き
学
説
と
も
な
り
う
る
し
、
或
は
、
権
利
承
継
説
を
全
面
的
に
排
除
す
る
い
み
で
の
、
人
格
同
一
説
（
被
相
続
人
と
相

続
人
と
は
別
人
格
で
あ
り
な
が
ら
相
続
財
産
に
関
し
て
は
二
者
同
一
人
格
を
擬
制
せ
ら
れ
る
）
を
意
味
す
る
こ
と
も
臥
㍑
。
　
　
　
　
・

　
私
も
地
位
承
継
説
が
正
し
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
場
合
、
相
続
人
の
法
律
上
の
地
位
を
、
私
は
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

被
相
続
人
が
生
前
に
有
し
た
る
一
母
の
法
律
関
係
を
相
続
人
が
承
継
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
法
律
関
係
と
は
、
権
・
利
義
務
発
生
の
淵
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

と
し
て
の
法
律
上
の
一
地
点
で
あ
っ
て
、
被
相
続
人
が
財
産
法
上
有
し
た
る
一
切
の
権
利
義
務
の
結
集
点
を
い
う
。
．
相
続
財
産
に
つ
い
て

被
相
続
人
が
占
め
て
い
た
所
の
右
地
点
を
「
地
位
」
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
人
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
と
同
時
に
、
被

相
続
人
に
な
り
代
っ
て
、
噛
そ
の
地
点
に
立
つ
の
で
あ
る
。
か
」
る
意
味
で
の
被
相
続
人
の
地
位
．
は
、
被
相
続
人
の
法
人
格
と
密
接
な
る
関

係
に
あ
る
。
け
だ
し
、
法
入
格
と
は
、
権
利
叢
得
し
義
務
養
担
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
隻
は
資
格
を
幾
に
反
し
・
地
碇
か
そ
の

人
格
者
の
よ
っ
て
立
つ
所
の
法
律
関
係
の
中
心
点
を
い
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
位
と
人
格
と
が
密
接
な
る
関
係
を
有

す
る
た
め
に
、
同
一
地
位
に
立
つ
者
は
同
一
人
格
を
擬
制
さ
れ
る
場
合
が
起
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
被
相
続
人
の
死
亡
に
ま
ゆ
、
こ
の

地
位
に
立
っ
て
い
た
法
人
格
者
は
消
滅
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
消
滅
の
瞬
間
に
直
ち
に
、
相
続
人
が
そ
の
地
位
に
立
つ
た
め
に
、
引
つ

§
き
同
｝
「
人
格
者
が
そ
の
地
位
を
占
め
る
の
と
同
一
の
法
律
状
態
（
こ
の
地
位
の
占
拠
者
が
な
い
、
と
い
う
時
間
的
間
隔
す
な
わ
ち
空
位

状
態
が
存
し
な
い
）
が
継
続
さ
れ
る
。
被
相
続
人
と
相
続
κ
と
は
本
来
別
人
格
で
あ
り
、
相
続
開
始
径
も
な
お
、
相
続
人
は
彼
牌
身
の
固



’
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有
め
法
人
格
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
被
相
続
人
の
地
位
を
承
継
す
る
た
め
に
、
相
続
財
産
に
関
す
る
限
り
は
、
被
相
続
人
と
相
続
人
と

が
同
一
人
格
者
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
こ
の
い
み
に
お
い
て
、
本
来
消
滅
す
べ
、
き
被
相
続
人
の
人
格
が
相
続
人
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
る
こ

と
・
別
言
す
れ
ば
、
相
続
財
産
に
関
す
る
限
り
、
被
相
続
人
と
相
続
人
走
が
同
一
人
格
を
擬
制
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
相
続
の
本
質
で
あ
る

と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
被
相
続
人
と
相
続
人
と
が
尉
一
人
格
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
、
と
は
、
次
の
こ
と
を
い
み
す
る
。
す
な
わ
ち
、
相

続
財
産
に
関
し
て
相
続
人
に
或
法
律
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
被
相
続
人
に
つ
い
て
当
該
法
律

要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
た
か
否
か
、
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。
被
相
続
人
の
な
し
た
る
強
迫
・
受
け
た
る
強
迫
・
被
相
続
人
の
善
意
・
悪
，

意
は
、
そ
の
ま
』
、
相
続
人
自
身
が
な
し
た
る
強
迫
・
受
け
た
る
強
迫
・
相
続
人
の
善
意
・
悪
意
・
と
同
一
効
力
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て

ま
た
㍉
被
相
続
人
の
権
利
取
得
に
関
す
る
霰
疵
は
、
そ
の
ま
」
当
然
に
相
続
人
に
承
継
せ
ら
れ
て
、
相
続
人
自
身
が
最
初
か
ら
鍛
疵
あ
る

権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
擬
制
さ
れ
る
。
或
い
わ
、
相
続
財
産
に
属
す
る
権
利
に
つ
い
て
「
相
続
人
に
権
利
行
使
の
資
格
あ
り
ゃ
否
や
」

が
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
　
「
被
相
続
人
が
生
前
、
当
該
権
利
に
つ
い
て
行
使
資
格
を
有
し
た
り
や
否
や
」
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

る
。
こ
の
い
み
に
お
い
て
、
相
続
財
産
に
関
す
る
限
り
、
被
相
続
人
と
相
続
人
と
は
全
く
同
一
の
法
律
上
の
地
位
に
立
ち
、
本
来
両
者
が

別
人
格
者
で
あ
る
に
も
か
」
わ
ら
す
同
一
人
格
を
擬
劃
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
鞍
帽
続
人
の
法
人
格
が
相
続
人
を
通
し
て
存
続
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
私
は
、
右
に
述
べ
た
い
み
で
、
相
続
を
地
位
の
承
継
と
し
て
理
解
す
る
も
の
で
あ
．
る
が
．
、
か
x
る
相
続
人
0
法
的
地
位
の
特
質
を
、
よ

り
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
■
債
権
譲
受
人
の
法
的
地
位
と
対
比
し
よ
う
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

債
権
譲
渡
（
N
①
ω
u
・
δ
づ
＆
・
〉
ぴ
茸
①
ε
昌
α
q
）
は
、
隷
勲
爵
幽
幽
ひ
念
、
譲
渡
人
の
も
つ
法
律
上
の
地
位
（
契
約
な
い
し
不
法
行
為
法
鋤

去
地
位
、
ξ
ぼ
、
売
主
・
警
人
・
饗
貸
主
・
荷
送
人
・
不
蓉
為
に
よ
る
擦
者
と
し
て
の
地
位
）
か
島
撃
て
、
譲
荒

人
に
移
転
す
る
も
の
で
あ
る
。
債
権
譲
渡
の
方
法
に
よ
っ
て
は
、
」
或
法
人
格
者
の
有
す
る
一
切
の
法
律
関
係
を
包
括
的
、
無
条
件
的
に
移
2



……ム

両冊 説

転
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
・
て
壷
に
、
費
契
約
．
賃
貸
借
契
約
．
運
送
契
約
な
ど
に
基
い
て
熱
嘉
し
た
所
の
、
売
⑳

さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
債
権
譲
渡
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
地
位
は
依
然
と
し
て
譲
渡
人
に
よ
っ
て
保
有
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
籔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

て
、
こ
れ
ら
の
地
位
に
結
び
つ
い
た
所
の
反
対
給
付
義
務
・
解
除
権
・
取
消
権
な
ど
は
移
転
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
譲
受
人
に
対
し

て
、
債
務
者
が
譲
渡
人
そ
の
他
の
前
者
に
対
抗
し
う
べ
き
抗
弁
を
以
て
対
抗
し
う
る
の
は
、
譲
渡
人
の
地
位
を
承
継
し
た
か
ら
で
は
な
く

し
て
、
譲
受
け
た
債
権
そ
れ
自
体
に
抗
弁
が
付
着
し
喪
い
た
こ
と
に
基
《
。
之
に
反
し
て
、
相
続
人
が
被
相
続
人
に
対
す
る
抗
弁
を
以
て

対
抗
さ
れ
る
の
は
、
被
相
続
人
の
地
位
を
承
継
し
て
、
同
一
人
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
に
基
く
。
か
く
の
如
く
、
債
権
譲
渡
は
、
単
な

る
個
々
の
債
権
の
み
が
、
そ
の
帰
属
者
を
変
更
す
る
に
止
る
の
で
あ
る
か
ら
、
．
債
権
譲
渡
契
約
に
よ
っ
て
は
譲
受
人
を
し
て
、
売
主
。
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　

貸
人
。
被
害
者
た
ら
し
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
契
約
よ
り
生
す
る
債
権
は
同
一
契
約
よ
り
生
す
る
債
務
と
結
合
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
ぬ
　
も
　
も
　
セ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

、
で
な
け
れ
ば
、
少
く
共
、
法
律
上
の
地
位
（
又
は
契
約
上
の
地
位
）
を
構
成
し
な
い
。
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
　
債
権
譲
渡
が
、
譲
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ぬ

・
人
に
よ
る
譲
渡
人
の
有
し
た
る
地
位
の
承
継
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
債
権
譲
渡
の
時
点
に
お
い
て
は
、
譲
渡
人

と
譲
受
人
と
が
共
存
し
て
各
自
別
箇
独
立
の
法
人
格
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
「
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
人
格
を
承
継
す
る
」
と
考
え
る
こ

と
も
不
可
能
で
あ
る
。
け
だ
し
、
相
続
の
場
合
に
は
、
被
相
続
人
の
人
格
が
消
滅
す
る
が
故
に
、
人
格
承
継
の
観
念
を
持
出
し
て
も
別
に

矛
盾
を
感
じ
な
い
が
、
債
権
譲
渡
の
場
合
に
は
、
譲
渡
終
了
後
に
お
い
て
も
、
な
お
、
譲
渡
人
は
彼
自
身
の
法
人
格
を
依
然
と
し
て
保
有

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
点
か
ら
し
て
、
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
地
位
承
継
な
い
し
人
格
承
継
の
観
念
を
入
れ
る
余
地
が
な
い
に
反
し
、
相
続
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

て
は
、
右
観
念
が
す
な
お
に
受
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
尤
も
学
説
に
よ
れ
ば
、
債
権
譲
渡
を
以
て
譲
受
人
に
よ
る
譲
渡
人
の
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、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ロ
　
　
　
も
　
　
　
し

慰
位
σ
承
継
な
り
・
と
説
明
す
る
も
の
も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
地
位
承
継
と
い
わ
れ
る
場
合
と
、
相
続
に
つ
い

藩
蜜
継
と
い
わ
れ
る
場
合
と
を
、
旦
の
意
味
握
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
け
だ
ル
、
前
野
誓
、
相
続
財
産
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ゐ

は
相
続
人
と
被
相
続
人
と
が
同
一
人
格
を
擬
制
せ
ら
れ
る
・
と
い
う
い
み
に
お
い
て
、
地
位
承
継
と
い
わ
れ
る
に
反
し
（
承
継
と
い
う
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

葉
自
体
が
相
続
に
つ
惚
は
適
当
で
逐
、
相
続
企
麦
被
相
続
会
地
位
の
存
続
。
と
ち
方
が
、
よ
り
正
確
で
あ
る
と
考
え
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
が
）
、
債
権
譲
受
人
は
、
当
該
債
権
に
つ
い
て
譲
渡
人
が
占
め
て
い
た
地
位
（
地
位
と
い
う
二
葉
が
こ
の
場
合
用
い
ら
る
べ
き
で
な
い

こ
と
は
前
述
し
た
借
り
で
あ
る
が
）
の
み
を
承
継
す
る
に
止
り
、
反
対
給
付
義
務
・
解
除
権
・
取
消
権
な
ど
を
含
む
所
の
、
譲
渡
人
自

身
の
有
す
る
契
約
上
の
地
位
を
承
継
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
相
続
の
場
合
に
は
、
相
続
財
産
に
関
し
て
被
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

続
人
が
有
し
た
る
種
々
の
法
律
関
係
並
に
事
実
関
係
と
共
に
、
債
務
を
も
包
括
的
．
全
部
的
に
相
続
人
が
承
継
す
る
・
と
い
う
い
み
に
お

い
て
、
　
「
地
位
の
承
継
」
と
い
わ
れ
る
に
反
し
て
、
債
権
譲
渡
の
場
合
に
は
、
単
な
る
個
別
的
な
債
権
の
み
が
、
譲
渡
人
の
法
律
上
の
地

位
か
ら
切
離
し
て
移
転
さ
れ
る
に
止
り
、
譲
渡
人
自
身
は
、
譲
渡
終
了
後
に
お
，
い
て
も
隅
譲
渡
し
た
債
権
を
，
除
く
外
の
一
切
の
法
律
上
の

地
位
を
維
持
し
て
い
る
が
故
に
、
・
両
者
同
一
の
い
み
で
「
地
位
承
継
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

以
上
の
所
論
か
ら
し
て
・
相
稼
・
相
続
人
に
よ
る
被
相
続
人
の
財
産
法
上
の
ハ
愚
暗
で
あ
る
こ
と
が
理
蟹
墾
鎚
か
あ

如
く
に
相
続
人
の
地
位
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
形
の
裏
書
連
続
に
関
す
る
本
稿
の
主
題
は
、
い
か
に
解
決
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
ど
が
本
稿
の
主
目
的
で
あ
る
。
順
序
と
し
て
、
ω
果
し
て
相
続
人
に
裏
書
続
行
権
あ
り
ゃ
．
②
相
続

人
の
裏
書
続
行
権
を
承
認
す
る
こ
と
が
、
直
ち
に
、
相
続
人
の
な
し
陀
る
裏
書
に
資
格
授
与
的
効
力
を
み
と
め
る
こ
と
に
な
る
か
ポ
の
二

点
に
つ
い
て
、
次
章
で
、
出
来
る
だ
け
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
　
　
ω
　
「
地
位
承
継
説
」
に
属
す
る
文
．
献
は
次
の
如
く
多
い
。

　
　
　
旨
し
d
ぎ
ユ
①
さ
∪
8
閑
8
ゴ
冨
鴇
①
＝
§
領
α
傍
出
「
ぴ
9
H
（
一
8
一
）
◎
◎
・
お
穂
積
「
相
続
は
権
利
の
承
継
か
地
位
の
承
継
か
」
法
協
四
八
巻
（
昭
5
）23　（2●23）　111
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責
以
下
．
同
．
相
続
法
篁
分
冊
（
塁
二
四
⊥
八
頁
。
杉
之
原
．
．
雲
㎜
塁
．
に
よ
る
馨
腰
請
求
権
、
法
協
四
七
巻
（
昭
4
二
。
把

二
七
以
下
特
に
一
〇
三
四
頁
。
平
野
「
即
死
に
よ
る
生
命
侵
害
と
損
害
賠
償
請
求
権
」
法
協
四
五
巻
（
昭
2
）
五
八
○
頁
。
加
藤
．
海
法
研
究
第
ご
＝
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餌

巻
（
昭
3
）
四
五
六
－
四
五
七
頁
。
磯
谷
幸
次
郎
・
債
権
各
論
下
巻
（
昭
4
）
八
四
五
頁
。
末
川
・
権
利
侵
害
論
（
昭
5
）
四
一
八
一
四
二
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

阿
武
京
二
郎
．
生
命
馨
に
基
く
薄
幸
請
求
楚
関
す
る
私
鐘
論
」
九
李
周
年
法
学
論
葦
五
・
七
頁
以
下
、
特
に
五
四
四
蓋
互
叡

・
頁
。
三
上
正
雄
「
相
続
人
の
地
位
・
特
に
責
任
」
長
崎
高
商
三
十
周
年
記
念
論
文
集
四
五
七
頁
。
戦
後
の
文
献
と
し
て
、
申
言
・
註
解
相
続
法
（
昭
2
6

）
八
三
頁
以
下
。
我
妻
・
債
権
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
（
昭
2
7
）
’
五
六
一
頁
。
舟
橋
「
相
続
と
登
記
」
家
族
法
の
諸
問
題
所
牧
（
昭
2
7
）
三
七
七
頁
以

下
。
特
に
三
八
七
頁
。
青
山
・
身
分
法
概
論
（
昭
％
）
二
八
○
一
二
八
一
頁
。
商
法
学
者
の
中
で
こ
の
点
に
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
、
千
野
国
丸
「
記

名
株
式
の
死
亡
相
続
と
商
法
一
五
〇
条
と
の
関
係
」
商
事
判
例
研
究
ω
昭
和
十
二
年
度
一
〇
四
頁
以
下
が
あ
乃
。
千
野
氏
は
同
論
文
一
一
五
頁
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
て
　
「
被
相
続
人
死
亡
と
同
時
に
、
　
相
続
人
は
被
相
続
人
が
株
主
と
な
っ
て
い
る
会
社
に
対
し
て
被
相
続
人
が
有
せ
し
と
同
一
の
法
律
関
係
に
立

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
。
け
だ
し
相
続
人
は
死
亡
者
の
権
利
主
体
の
延
長
、
叉
は
消
滅
せ
る
被
相
続
人
の
主
格
に
、
相
続
人
の
人
格
が
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
」
　
（
傍
点

筆
者
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
位
承
継
説
な
い
し
人
格
承
継
説
を
承
認
さ
れ
だ
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
同
旨
・
升
本
重
夫
・
法
学
新
報
四
三

巻
工
八
一
九
頁
。

　
地
位
承
継
説
に
立
つ
も
の
と
毒
断
ら
れ
る
判
例
と
し
て
は
、
大
判
昭
和
三
・
三
・
十
・
民
集
五
巻
一
五
七
1
八
頁
。
大
判
昭
和
七
・
一
・
一
三
裁

判
軍
民
三
無
。
大
判
昭
和
十
・
八
・
八
新
聞
三
八
八
　
号
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
宇
都
宮
地
裁
大
1
0
・
1
・
2
7
判
決
、
東
京
控
訴
院
昭
和
二
・
侭
・

一一

黶
i
新
聞
二
七
＝
号
一
〇
）
な
ど
下
級
裁
に
お
い
て
は
、
早
く
か
ら
地
位
承
継
説
が
と
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
開
申
「
相
続
は
地
位
の
承
継
か
」
家
族
法
の
諸
問
題
（
昭
2
7
）
所
牧
三
五
九
頁
以
下
が
、
地
位
承
継
説
無
用
論
を

主
張
さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
て
も
、
正
面
か
ら
地
位
承
継
説
を
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
従
来
、
地
位
承
継
説
に
よ
ら
ね
ば
説
明
困
難
と
い
わ
れ
て

き
た
諸
問
題
、
（
占
有
の
相
続
性
・
被
相
続
人
と
相
続
人
と
に
よ
る
不
動
産
の
二
重
処
分
、
な
ど
五
ツ
の
問
題
）
も
、
権
利
承
継
説
に
よ
っ
て
十
分
説

明
し
う
る
が
故
に
別
に
地
位
承
継
の
翻
念
を
持
出
す
必
要
が
な
い
、
と
せ
ら
れ
る
に
止
る
。
積
極
的
に
地
位
承
継
説
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
之
を
葬
り
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去
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
権
利
承
継
説
に
立
脚
し
て
な
さ
れ
た
右
、
山
繭
教
授
の
説
明
が
無
条
件
に
承
認
さ
れ
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
疑

問
が
存
し
う
る
の
で
、
現
在
尚
、
地
位
承
継
説
が
通
説
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
ω
．
杉
之
原
・
前
掲
論
文
一
〇
三
六
頁
は
「
被
相
続
人
と
相
続
人
と
の
人
格
の
同
一
、
別
言
す
れ
ば
被
相
続
人
と
相
続
人
と
の
人
格
の
系
列
化
」

（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
理
論
構
成
で
以
て
、
慰
籍
料
請
求
権
・
生
命
侵
害
に
基
く
賠
償
請
求
権
の
相
続
性
を
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
本

文
に
の
べ
た
私
の
い
わ
ゆ
る
人
格
同
一
説
に
近
い
立
場
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
穂
積
・
前
掲
論
文
二
頁
は
「
被
相
続
人
の
財
産
に
属
せ
し
一
切
の

権
利
義
務
の
み
な
ら
ず
、
被
相
続
人
に
は
↓
回
も
属
し
な
か
っ
た
権
利
義
務
に
つ
い
て
も
人
格
承
継
者
た
る
相
続
人
に
よ
っ
て
原
始
的
に
取
得
さ
れ

る
」
と
い
う
い
み
で
地
位
承
継
説
を
と
ろ
う
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
が
既
に
被
裏
書
人
と
し
て
手
形
上
の
権
利
を

有
し
て
い
た
場
合
が
前
提
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
穂
積
先
生
の
い
わ
れ
る
意
味
で
地
位
承
継
説
を
唱
え
る
心
要
は
な
い
。

　
㈲
　
我
妻
・
民
法
総
則
（
昭
2
7
）
三
五
頁
。

　
ω
　
同
旨
・
中
川
・
註
解
相
続
法
八
三
・
八
四
頁
。
、
千
野
・
前
掲
判
例
研
究
一
〇
四
頁
。
ζ
一
6
冨
豊
勲
≦
－
㊦
6
寓
計
器
6
露
　
（
硲
認
）
＞
b
言
・
軌

N
q
・
ゆ
ま
≦
6
・
ω
も
ミ
も
柑
続
人
の
法
的
地
位
に
関
し
「
鎚
①
「
一
巻
①
h
o
「
富
簿
綱
島
。
＜
①
「
巨
α
碧
蕊
「
。
9
慈
9
①
℃
①
議
。
づ
α
＄
国
「
｝
）
貯
ω
ω
①
お
」

と
し
て
本
稿
に
の
べ
た
私
見
と
大
体
同
一
結
論
を
承
認
し
て
い
る
。

　
㈲
・
㈲
　
同
旨
・
舞
木
・
独
逸
民
法
〔
H
〕
現
在
外
国
法
典
叢
書
二
八
八
頁
（
昭
3
0
）
。
升
本
重
夫
・
法
学
新
報
・
四
三
巻
（
昭
8
）
＝
九
頁
。

我
妻
・
債
権
総
論
（
昭
2
5
）
二
四
九
・
二
六
四
頁
。

　
ω
・
㈲
　
我
妻
・
債
権
総
論
（
昭
二
六
民
法
講
義
皿
）
二
六
四
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
幟
　
穂
積
・
前
掲
論
文
三
四
頁
は
「
た
と
え
ば
賃
貸
せ
る
家
屋
の
所
有
者
が
其
家
屋
を
譲
渡
し
た
場
合
に
、
譲
受
人
が
其
家
屋
の
貸
主
た
る
法
律

た
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ノ

上
の
地
位
を
承
継
す
る
」
　
（
傍
点
筆
者
）
と
い
い
う
る
と
さ
れ
、
山
中
・
前
掲
論
文
三
六
一
頁
も
「
・
：
レ
．
お
よ
そ
権
利
の
承
継
取
得
が
お
こ
な
わ
れ

，
る
す
べ
て
の
場
合
－
相
続
に
か
ぎ
ら
ぬ
一
に
地
位
の
承
継
と
い
う
こ
と
が
、
い
わ
れ
う
る
わ
け
で
あ
る
…
…
中
略
…
：
た
と
え
ば
所
有
権
の
譲
渡

は
、
特
定
物
の
所
有
者
た
る
地
位
の
承
継
取
得
で
あ
り
、
債
権
譲
渡
は
債
権
者
た
る
地
位
の
承
継
取
得
で
あ
り
、
債
務
引
受
は
債
務
者
た
る
地
位
の

23　（2・25）　113
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承
継
で
あ
る
・
と
い
う
よ
う
な
考
方
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
も
早
、
用
語
の
問
題
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

あ
る
が
、
所
有
権
譲
渡
に
つ
い
て
は
善
意
取
得
の
問
題
が
お
こ
る
し
、
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
は
異
議
な
き
承
諾
に
よ
る
抗
弁
制
限
の
問
題
も
起
り
テ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
反
し
、
相
続
に
つ
い
て
は
か
＼
る
問
題
は
絶
対
に
お
こ
り
え
ず
、
n
常
に
相
続
人
の
権
利
は
被
相
続
人
の
有
し
た
る
も
の
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

全
く
同
一
の
権
利
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
た
と
い
前
者
の
場
合
に
つ
い
て
「
地
位
承
継
」
と
い
わ
れ
る
の
と
、
相
続
の
場
合
に
つ
い
て
「
地
位
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

継
」
と
い
わ
れ
る
の
と
で
は
、
大
い
な
る
相
異
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
点
に
関
す
る
本
文
の
叙
述
を
参
照
。

　
㈲
　
竃
甘
ゴ
器
団
q
。
・
曽
・
”
・
O
・
ω
』
一
べ
》
b
営
・
伍
N
駕
〉
詳
拭
＜
㍉
○
も
、
同
一
の
い
み
に
お
い
て
相
続
人
の
法
律
上
の
地
位
を
理
解
し
て
い

る
。
切
①
「
霧
仲
①
ぎ
・
ρ
・
潜
・
O
・
N
＝
〉
「
什
ゆ
も
。
・
。
。
一
は
相
続
人
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
債
権
譲
受
人
に
つ
い
て
も
人
格
同
一
説
を
承
認
し
て
い
る
が
、

債
権
譲
受
人
に
つ
い
て
は
人
格
同
一
性
を
承
認
し
て
え
ざ
る
こ
と
罎
け
げ
器
一
晒
の
・
㍗
乎
○
・
ω
・
ご
刈
＞
b
目
・
N
ひ
碧
〉
ユ
・
ゆ
タ
6
が
論
ず
る
通

り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
〔
三
〕
　
相
続
人
の
裏
書
続
行
権

　
相
続
人
は
被
相
続
人
の
有
し
た
る
一
切
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
真
正
の
相
続
人
で
あ
る
限
り
、
被
相
続
人
の

有
し
た
る
手
形
上
の
権
利
を
も
承
継
す
る
こ
と
は
疑
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
相
続
人
は
手
形
の
実
質
的
資
格
者
で
あ
る
。
し
か
も
、
相
続

人
が
相
続
に
よ
り
取
得
し
π
手
形
を
更
に
裏
書
に
よ
っ
て
他
に
譲
渡
し
う
る
か
（
相
続
人
に
裏
書
続
行
権
あ
り
ゃ
）
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ー
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
，
2
）

は
、
い
く
ら
か
の
否
定
説
も
あ
る
が
、
肯
定
す
る
の
が
今
日
の
通
説
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
私
も
肯
定
説
が
正
し
い
と
信
じ
て
い
る
の

で
、
特
別
に
、
相
続
人
の
裏
書
続
行
権
の
有
無
を
取
立
て
㌧
論
ず
る
必
要
を
み
な
い
。
た
f
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
の
は
、

こ
こ
に
い
う
「
裏
書
続
行
権
」
と
、
　
「
適
法
な
る
手
形
所
持
人
が
譲
渡
裏
書
を
な
し
た
る
場
合
に
の
み
付
与
さ
れ
る
所
の
、
完
全
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ぬ

裏
書
の
効
力
を
も
つ
も
の
と
し
て
の
裏
書
権
」
と
は
之
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
と
い
う
点
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
こ
に
い
う
裏
書

も
　
　
　
も
　
　
　
も

続
行
権
と
は
譲
渡
裏
書
を
な
し
う
る
実
質
的
資
格
・
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
」
る
意
味
で
の
裏
書
続
行
権
を
相
続
入
に
つ
逡
承
認



／

　
　
し
た
所
で
、
た
樽
そ
れ
だ
け
で
以
て
、
直
ち
に
、
相
続
人
の
な
し
た
る
裏
書
に
、
譲
渡
裏
書
と
し
て
の
完
全
な
る
効
力
、
殊
に
資
格
授
与

　
　
的
効
力
を
承
認
す
る
こ
と
億
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
い
実
質
的
資
格
者
で
あ
っ
て
も
、
形
式
的
資
格
を
欠
く
限
り
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
3
“

　
　
の
な
し
た
る
裏
書
に
は
資
格
授
与
的
効
力
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
形
式
的
資
格
あ
る
手
形
所
持
人
A
が
、
一
旦
B
宛
に
譲
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
し
　
　
　
う
　
　
　
う
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
ぬ
　
　
　
む
　
　
　
ゴ
し
　
　
　
ね
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
い
　
　
　
ぬ

　
　
裏
書
を
し
な
が
ら
未
だ
手
形
を
B
に
交
付
し
な
い
間
に
、
最
祝
の
意
図
を
変
更
し
て
、
そ
の
B
宛
の
裏
書
を
抹
消
し
な
い
ま
」
で
、
更
に

　
　
C
宛
に
裏
書
し
て
C
に
手
形
を
交
付
し
た
場
合
。
或
は
、
朔
及
義
務
を
履
行
し
て
手
形
を
受
戻
し
た
人
が
、
自
己
及
び
後
者
の
裏
書
を
抹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ね
　
　
　
ら
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
カ
　
　
　
し
　
　
　
ぬ
　
　
　
カ
　
　
　
し
　
　
　
や
　
　
　
も
　
　
　
ら
　
　
　
し
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
ド
も
　
　
　
セ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
う

　
　
消
す
る
の
み
な
ら
す
、
誤
っ
て
、
更
に
、
自
己
の
前
者
の
裏
書
を
も
抹
消
し
た
る
場
合
、
な
ど
に
お
い
て
は
、
右
裏
書
人
は
形
式
的
資
格

　
　
を
喪
失
し
て
裏
書
し
た
も
の
で
あ
．
る
か
ら
、
そ
の
裏
書
に
は
資
格
授
与
的
効
力
を
み
と
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
人
の
裏
書
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ィ
　

　
　
行
権
を
承
認
し
た
だ
け
で
は
、
相
続
人
の
な
し
た
る
裏
書
に
資
格
授
与
的
効
力
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
、
通
説
が
裏

　
　
書
続
行
権
の
有
無
と
裏
書
連
続
の
有
無
と
が
無
関
係
で
あ
る
・
と
す
る
の
は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
，
こ
こ
で
通
説
は
、
相
続
人
が
形
式

　
　
的
資
格
を
有
し
な
い
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
、
相
続
人
の
裏
書
に
資
格
授
与
的
効
力
な
し
、
と
い
う
結
論
を
当
然
の
如
く
に
み
ち
び

　
　
い
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
点
に
疑
問
を
も
つ
。
相
続
人
に
形
式
的
資
格
な
し
・
と
い
う
結
論
が
し
か
く
簡
単
に
み
ち
び
か
れ
て

　
　
い
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
手
形
面
上
被
裏
書
人
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
被
相
続
人
の
氏
名
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま

　
　
で
は
相
続
人
の
形
式
的
資
格
を
承
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
　
「
甲
相
続
人
乙
」
と
明
示
し
て
裏
書
さ
れ
た
場
合
に
は
、
相
続
人
の

　
　
形
式
的
資
格
を
承
認
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
次
に
検
黒
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
」
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坊

　
　
　
　
　
ω
・
ω
　
債
権
譲
受
人
に
つ
い
て
は
其
の
裏
書
続
行
権
を
否
定
す
る
も
の
が
多
い
。
た
と
．
帆
ば
因
巷
仲
N
①
1
団
「
9
6
品
目
鎖
ご
コ
一
U
騨
ω
≦
、
①
。
ず
ω
。
7

　
　
　
　
　
茶
犀
（
蕊
φ
ω
●
辱
Ω
三
づ
葺
℃
≦
8
羅
毎
犀
（
げ
。
・
ゆ
日
）
じ
づ
ユ
●
目
ω
●
δ
c
・
美
．
≧
互
u
9
ω
α
。
・
§
①
窪
。
．
。
冨
壽
g
。
亀
①
】
艮
犀
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

説

論
題
q
．
．
。
舞
羅
譜
論
語
轟
轟
魏
蕪
難
．
墾
難
壁
発
舘
譜
，
。
訟
耀
∵

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
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払舜冊 説
「

§
霧
h
g
α
・
Ω
§
・
ゴ
昌
§
奏
①
h
餌
一
ω
冶
ゴ
什
⑦
噌
q
・
仲
①
『
ω
傷
げ
『
一
剛
齢
①
⇔
ピ
N
（
一
〇
這
）
。
。
．
川
間
み
h
．
男
き
・
ゴ
9
①
に
・
隠
ミ
。
・
プ
ω
㊦
一
戦
①
∩
び
梓
（
¢
い
N
）
〉
昌
－
怖

言
．
ミ
袋
〉
詳
．
。
を
9
円
こ
§
げ
ご
≦
・
6
げ
琶
去
巳
。
。
。
げ
8
冨
受
（
重
い
）
ω
も
の
・
切
・
・
い
〉
暮
y
。
。
・
い
・
。
α
夷
9
ホ
。
。
・
雰
イ
ギ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
手
形
法
三
語
項
は
対
磐
支
払
・
て
裏
話
是
よ
ら
ず
孝
形
像
得
せ
る
者
は
、
論
人
が
手
形
歯
し
た
る
薪
の
み
を
与
尻
ら
蔓
㎜

－
か
つ
謬
人
を
し
て
妻
日
を
な
さ
し
め
る
権
利
参
着
茎
日
豊
着
す
る
．
し
た
が
．
て
か
か
る
尋
人
は
、
説
林
続
行
馨
有
し
な
い
こ
と
蟻

な
る
コ
同
旨
、
米
国
流
通
証
券
法
（
N
I
L
）
四
九
条
、
米
国
統
一
商
法
典
（
C
巳
h
o
「
冒
∩
o
義
肢
①
『
6
団
巴
∩
＆
漕
〉
三
亀
。
ω
・
b
O
一
回
目
飼
一
9

遣
柚
）
9
英
米
法
の
こ
の
点
に
つ
い
で
の
詳
細
は
伊
沢
・
米
国
商
業
証
券
法
（
昭
3
0
）
一
三
〇
頁
以
下
参
照
。

　
し
か
し
、
相
続
人
に
つ
い
て
は
裏
書
続
行
権
を
み
と
め
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
　
目
9
ご
署
8
冨
①
＃
8
窪
（
一
Q
。
『
c
。
）
ω
・
呂
9
国
・
○
・
り
①
｝
で

冒
”
ぎ
℃
ピ
9
『
冒
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窃
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鼻
ω
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①
訂
冨
g
g
ω
≦
8
ゴ
ω
・
冨
g
冨

（一

B。
W
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Q
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玉
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ロ
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ぽ
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露
「
8
葺
類
（
一
。
。
ミ
）
G
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N
＞
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ω
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ミ
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配
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霧
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目
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目
。
言
①
≦
－
㊦
9
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

ω
①
ご
『
音
§
鱗
（
一
G
。
Ψ
c
。
）
Q
σ
Q
っ
・
c
。
ご
一
お
“
舅
・
言
2
①
さ
を
①
9
ω
唐
臼
∩
窪
H
　
（
6
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・
駅
。
。
嚇
因
①
ω
巴
¢
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〉
詳
・
二
〉
ご
冒
・
N
嚇
冨
巳
げ
「
¶
国
轟
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一
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9
・
g
矯
b
2
警
プ
護
国
き
9
一
。
。
「
8
澤
（
一
露
。
。
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ω
．
誌
9
¢
①
一
差
冨
ぎ
嘆
1
一
Ω
①
菌
ご
鵠
碧
g
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嵩
8
夏
含
帥
≦
8
冨
①
r
§
餌
ω
9
8
ζ
㊦
g
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入
一
3
0
）
ω
二
a
“
｝
ぐ
竃
画
9
N
魯
ω
℃
働
・
．
”
・
9
＞
ご
§
・
二
心
⑰
ゆ
躍
・
〉
ご
言
・
軌
寄
切
鼠
≦
9
9
窮
総
○
暴
臨
1
1
≧
｝
）
器
6
霞
b
も
・
9
》
b
讐
・

N
碧
噸
ご
〉
謬
ヨ
・
一
〇
碧
塑
α
≦
Ω
鴨
国
・
q
一
目
①
さ
U
霧
雲
①
o
耳
9
「
≦
①
詳
膨
嵐
①
「
①
（
6
W
c
c
）
G
っ
』
一
ひ
q
っ
・
B
。
。
脚
ω
掌
Q
っ
寝
き
N
一
ゆ
〉
鼠
一
・

（一

Z
ゆ
心
）
〉
づ
ぎ
る
N
錫
〉
詳
‘
＝
≦
Ω
嚇
図
Ω
・
蕊
G
◎
添
倉
男
Ω
・
＝
ぶ
q
α
し
α
い
・

　
我
国
で
は
、
か
っ
て
は
、
、
相
続
人
を
例
外
と
し
て
、
そ
の
他
の
民
事
上
の
債
権
譲
受
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
裏
書
続
行
権
を
否
定
す
る
の
が
通
説

で
あ
っ
た
が
、
近
時
の
有
力
説
は
、
こ
ぞ
っ
て
、
債
券
譲
受
人
と
相
続
人
と
を
区
別
せ
ず
、
す
べ
て
の
民
法
的
権
利
承
継
者
に
つ
い
て
、
そ
の
裏
書

続
行
権
を
承
認
し
て
い
る
。
山
尾
・
新
手
形
法
論
二
四
五
頁
。
竹
田
・
前
掲
民
商
論
文
二
三
三
頁
。
鈴
木
・
判
例
民
事
法
昭
和
七
年
度
三
八
八
頁
。

升
本
重
夫
・
法
学
新
報
四
三
巻
＝
四
頁
以
下
。
伊
沢
・
法
学
二
巻
二
号
＝
四
1
＝
五
頁
。
納
富
・
手
形
法
小
切
手
法
論
（
昭
1
6
）
二
七
一

頁
。
な
ど
。
松
岡
和
生
「
包
括
承
継
に
よ
る
手
形
裏
書
の
不
連
続
に
つ
い
て
」
明
治
学
院
論
叢
三
十
八
号
第
二
輯
一
〇
三
頁
以
下
は
、
裏
書
続
行
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚



ノ

、

9論説

は
、
被
裏
書
人
た
る
地
位
に
基
い
て
の
み
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
ヒ
と
を
理
由
に
、
包
括
承
継
人
の
裏
書
続
行
権
を
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
た
と
え

ば
相
続
な
ど
と
い
う
偶
然
的
な
事
実
の
み
に
よ
っ
て
、
手
形
の
裏
書
性
が
剥
奪
さ
れ
る
理
由
は
な
く
八
明
示
の
指
図
禁
止
が
振
出
人
に
よ
っ
て
な
さ

れ
な
い
限
り
、
手
形
は
強
行
法
的
に
指
図
証
券
で
あ
る
故
）
、
こ
れ
は
裏
書
権
の
有
無
と
裏
書
連
続
の
有
無
と
が
別
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し

た
議
論
で
あ
る
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

大
判
大
正
四
年
・
五
・
二
七
雑
録
二
一
輯
八
一
＝
頁
は
、
相
続
人
の
裏
書
続
行
権
を
み
と
み
る
に
対
し
、
大
判
昭
和
七
・
七
・
五
民
集
＝
巻
一
四

号
d
四
八
一
頁
は
、
転
付
命
令
に
よ
る
手
形
取
得
者
に
つ
い
て
、
債
権
譲
受
人
と
同
一
に
取
扱
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
そ
の
裏
書
続
行
権
を
否
定

し
た
。
学
者
は
多
く
こ
の
判
例
を
非
難
す
る
。
こ
の
点
の
詳
細
は
前
掲
e
章
の
註
ω
を
参
照
。
な
お
債
権
譲
受
人
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

相
続
人
に
つ
い
て
も
、
そ
の
裏
書
続
行
権
を
み
と
め
な
い
も
の
と
し
て
国
・
冒
8
甑
ゆ
商
・
O
・
が
あ
る
。
こ
の
点
の
詳
細
も
前
掲
8
章
の
註
ω
を
参
照
。

　
債
権
譲
受
人
に
つ
い
て
は
裏
書
続
行
権
を
否
定
す
る
が
、
相
続
人
に
つ
い
て
ば
裏
書
続
行
権
を
み
と
め
る
も
の
が
多
い
（
前
掲
肯
定
説
中
＝
・
O
・

ピ
①
げ
旨
騨
づ
P
切
Φ
ぎ
ω
仲
①
貯
り
O
Q
陣
l
Q
Q
酔
轟
5
N
u
∩
拶
ご
。
・
需
ぎ
℃
閃
・
寓
①
璽
⑦
「
、
】
≦
露
庁
「
1
団
嵩
げ
㊤
6
プ
℃
＝
①
ぎ
ω
ゲ
包
目
①
憎
1
1
Ω
①
鵠
⑦
さ
】
≦
広
げ
器
＝
ω
な
ど
）
。
し
か

し
、
国
●
q
一
己
㊦
ご
？
讐
○
・
も
Q
・
N
嵐
に
よ
れ
ば
、
今
日
に
お
い
て
は
、
債
権
譲
受
人
に
つ
い
て
も
相
続
人
と
同
じ
く
裏
書
続
行
権
を
み
と
め
る
の
が

通
説
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
尤
も
、
近
時
、
指
名
債
権
譲
渡
の
方
法
に
よ
る
手
形
の
流
通
を
否
定
す
べ
し
と
い
う
有
力
説
（
た
と
え
ば
薬
師
寺
．

法
学
志
林
三
八
巻
。
本
曲
・
法
学
志
林
三
十
七
巻
1
2
号
一
六
八
九
頁
。
伊
沢
・
手
形
法
小
切
手
法
（
昭
3
0
）
三
七
〇
一
三
七
一
頁
。
’
石
井
商
法
下
巻

（
昭
2
9
）
二
一
五
－
二
，
一
六
頁
な
ど
）
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
説
に
よ
れ
ば
債
権
譲
受
人
の
裏
書
続
行
権
の
有
無
を
論
ず
る
こ
と
自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス

に
な
る
が
、
た
と
い
こ
の
説
に
よ
っ
て
も
、
相
続
に
よ
る
手
形
債
権
の
移
転
は
之
を
否
定
し
え
ぬ
が
故
に
、
な
お
、
相
続
人
の
裏
書
続
行
権
は
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

と
な
り
う
る
。
し
か
し
（
裏
書
続
行
権
の
有
無
と
裏
書
連
続
の
有
無
と
の
間
に
は
必
然
的
関
連
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
（
同
旨
、
竹
田
．
前
掲
論
文
り

二
三
三
三
三
四
再
鈴
木
．
馳
削
掲
払
繭
文
二
四
．
二
五
頁
な
ど
）
相
続
人
の
髪
童
日
続
行
権
を
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
、
相
続
人
の
な
し
た
る
裏
書
㎜

あ
る
場
合
の
裏
書
連
続
の
有
無
を
目
的
と
す
る
本
稿
に
と
っ
て
は
余
り
重
要
で
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

　
伺
　
形
式
的
賓
格
者
で
な
い
限
り
裏
書
続
行
骨
な
し
と
す
る
学
説
も
あ
る
　
（
寓
自
①
6
F
を
．
℃
．
Q
っ
．
ま
“
国
．
愉
8
甑
’
簿
適
．
○
．
Q
り
・
い
◎
。
い
〉
コ
目
．
い



論説

もQ

�
B
。
ひ
な
ど
）
が
、
現
在
で
は
、
形
式
的
資
格
な
き
実
質
的
資
格
者
も
裏
書
を
な
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ
の
裏
書
は
資
格
授
与
的
効
力
を
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
，

な
い
た
め
に
、
後
者
の
善
意
取
得
が
み
と
め
ら
れ
ず
、
手
形
所
持
人
が
権
利
を
行
使
す
る
に
は
、
そ
の
実
質
的
資
格
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
に
止
M

る
、
と
す
る
の
が
通
説
で
勇
．
（
た
と
姦
⊆
ヨ
・
一
φ
・
。
象
鈴
木
・
前
掲
三
五
⊥
六
頁
な
ど
）
．
　
　
・
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
ω
　
鈴
木
．
前
掲
論
文
、
二
四
．
二
五
頁
。
伊
沢
．
前
掲
書
三
八
九
頁
。
竹
田
．
前
掲
論
文
二
三
三
i
二
三
四
頁
。
升
本
重
夫
．
法
学
新
報
四
三
2
3

巻
工
五
頁
も
同
旨
を
み
と
め
ら
れ
る
。
d
一
ヨ
①
さ
騨
・
？
O
・
ω
・
D
憲
⑭
鵠
旨
D
鮎
）
も
「
実
質
上
の
手
形
権
利
者
が
な
し
た
る
裏
書
に
、
裏
書
と

し
て
の
効
力
を
み
と
め
な
い
。
と
す
べ
き
根
拠
は
全
然
な
い
。
た
だ
か
か
る
形
式
的
資
格
な
き
裏
書
人
の
権
利
を
信
頼
し
た
第
三
者
と
難
も
善
意
取

得
し
え
な
い
、
と
い
う
に
止
る
」
と
し
て
、
か
か
る
形
式
的
資
格
な
き
実
質
的
権
利
者
の
な
し
た
る
裏
書
を
無
効
な
り
、
と
き
め
つ
け
て
き
た
ド
イ

ツ
の
古
来
の
通
説
・
判
例
（
菊
Ω
・
一
一
心
g
◎
・
状
い
）
を
非
難
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
川
マ
ー
も
、
我
国
の
近
時
の
通
説
と
見
解
を
同
じ
く
す
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。

　
之
に
反
し
て
、
　
q
∩
↑
Q
o
仲
轟
壽
・
〉
・
c
。
o
）
弩
㈱
零
≦
－
O
（
毎
N
ゆ
）
　
は
、
「
指
名
債
権
譲
渡
の
方
法
に
よ
り
、
手
形
債
権
を
譲
受
け
た
者
も
、
裏

書
の
方
法
に
よ
り
更
に
其
の
手
形
を
他
へ
譲
渡
し
う
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
譲
受
人
に
よ
り
て
な
さ
れ
た
裏
書
も
正
式
の
裏
書
と
し
て
完
全
な
効
力

を
み
と
む
べ
き
で
あ
る
（
切
⑦
『
ご
σ
件
①
㎞
昌
　
ω
・
Q
o
剛
）
」
之
し
て
Ω
「
晋
ぎ
計
≦
、
8
冨
亀
話
6
窪
目
（
一
。
。
ゆ
図
）
㈱
囎
に
反
対
し
た
後
、
更
に
こ
れ
に
つ
づ
「

け
て
、
「
こ
の
場
合
、
債
権
譲
受
人
自
身
は
W
O
七
四
条
（
W
G
一
六
条
H
項
の
善
意
取
得
の
繋
定
と
同
一
法
文
…
筆
者
註
）
を
援
用
し
て
、
手
形

の
返
還
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
は
債
権
譲
渡
に
関
す
る
民
法
の
原
則
に
よ
り
保
護
き
れ
る
（
涛
Ω
・
＄
し
ホ
）
。
尤
も
、
こ
の
債
権
譲
受
人

か
ら
裏
書
に
よ
り
て
更
に
手
形
を
取
得
し
た
第
三
者
は
、
彼
の
取
得
が
其
の
前
者
た
る
債
権
譲
受
人
の
な
し
た
る
裏
書
に
よ
り
て
掩
護
さ
れ
て
い
る

が
故
に
、
W
O
七
四
条
を
援
用
し
て
手
形
の
返
還
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。
け
だ
し
、
手
形
債
権
の
譲
受
人
は
、
手
形
の
裏
書
続
行
権
を
有
す
る
の

で
あ
り
、
し
が
も
、
そ
の
裏
書
に
は
、
完
全
な
る
譲
渡
裏
書
と
同
一
の
効
力
が
み
と
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
シ
ュ
タ

ゥ
プ
の
説
は
、
民
法
上
の
権
利
承
継
者
に
つ
い
て
す
べ
て
、
裏
書
続
行
権
あ
り
と
す
る
点
で
は
、
我
国
の
通
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、
か
か
る
者
の
な

し
た
る
裏
書
の
効
力
に
つ
い
て
、
　
シ
ュ
タ
ゥ
プ
は
資
格
授
与
的
効
力
を
み
と
め
る
に
反
し
、
我
国
の
通
説
は
こ
れ
を
み
と
め
ず
、
第
三
者
に
よ
る
善



　
　
　
　
意
取
得
を
み
と
め
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
点
で
、
両
者
は
大
い
な
る
相
異
点
を
も
つ
。
通
説
が
、
無
条
件
に
シ
ュ
タ
ゥ
プ
を
自
己
の
陣
営
に
属
す
る
、

　
　
　
　
も
の
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
は
、
．
こ
の
い
み
で
は
、
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
四
〕
　
相
続
人
の
形
式
的
資
格
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
裏
書
連
続
の
有
無
は
、
最
後
の
裏
書
を
も
含
め
て
す
べ
て
の
抹
消
せ
ら
れ
ざ
る
裏
書
が
、
手
形
の
記
載
上
裏
書
し
う
る
資
格
あ
り
と
形
，

　
　
式
的
に
見
得
る
者
（
形
式
的
資
格
者
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
・
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
手
形
面
上
の
表
示

　
　
に
器
い
て
，
前
欄
の
被
裏
書
人
と
し
て
表
示
さ
れ
た
者
と
～
後
欄
の
裏
書
人
と
し
て
署
名
し
た
者
と
が
、
同
一
法
人
格
者
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
　
が
、
手
形
の
記
載
か
ら
し
て
認
識
で
き
る
か
否
か
，
・
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
権
利
の
実
質
的
側
面
は
無
視
さ
れ
て
、
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
ヒ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も

　
　
ら
手
形
面
の
記
載
だ
け
を
標
準
に
し
て
「
純
形
式
的
に
」
連
続
の
有
無
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
純
形
式
的
に
と
は
い
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ロ
　
　
も
　
　
　
ぬ

　
　
も
、
決
し
て
杓
子
定
規
に
と
い
う
い
み
で
な
い
て
と
は
勿
論
で
、
台
理
的
な
判
断
に
よ
っ
て
同
一
性
が
認
識
で
き
る
場
合
に
は
、
些
少
の

　
　
誤
字
・
脱
字
な
ど
は
無
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
問
題
は
、
相
続
人
を
形
式
的
資
格
者
と
み
る
こ
と
が
絶
対
に
不
可
能
か
・
の
問

　
　
題
、
す
な
わ
ち
、
　
「
甲
相
続
人
乙
」
と
い
う
表
示
あ
る
場
合
に
、
被
裏
書
人
甲
と
、
裏
書
人
乙
と
の
間
の
人
格
同
一
性
を
認
識
す
る
こ
と

　
　
が
で
き
な
い
か
・
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
す
で
に
〔
二
〕
に
お
い
て
詳
述
し
た
如
く
、
相
続
人
は
被
相
続
人
の
地
位
を
承
継
す
る
の
で
あ
る
か
ち
、
被
相
続
人
の
死
亡
ど
同
時

　
　
に
、
被
相
続
人
が
生
前
に
お
い
て
占
め
て
い
た
財
産
関
係
上
の
地
位
に
相
続
人
が
上
昇
し
て
、
相
続
財
産
に
関
す
る
限
り
、
両
者
同
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
地
位
に
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
闘
係
に
お
い
て
は
、
宛
も
、
既
に
死
亡
迂
る
筈
の
被
相
続
人
自
身
が
今
爾
生
存
湿
て
い
る
の
と
同
一
の
法
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
律
関
係
が
、
相
続
人
に
よ
っ
て
存
続
「
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
い
み
に
お
い
て
、
相
続
は
人
格
の
承
継
で
あ
り
、
甲
乙
二
者
は
本
3
1

説
来
館
人
格
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
柑
東
霞
掌
譲
映
嬬
同
奪
格
羨
制
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
・
か
あ
如
臭
格
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

論　
　
継
木
（
又
は
八
等
温
一
説
）
の
見
地
に
立
っ
て
、
相
続
人
の
形
式
的
資
格
を
考
え
る
と
次
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



－
三

論

す
な
わ
ち
、
相
続
財
産
の
一
部
に
属
す
る
手
彪
つ
い
て
も
、
霜
続
人
と
相
続
人
と
が
厘
地
位
に
立
つ
．
し
豪
．
て
、
被
醤
獄

た
る
地
位
籍
続
人
に
よ
．
て
羅
芒
め
ら
れ
る
か
ら
、
最
初
か
ら
相
続
合
身
基
盤
閾
入
と
し
て
指
定
さ
れ
猛
た
の
と
里
譜

果
を
生
す
る
。
被
相
続
入
死
亡
と
同
時
に
被
裏
書
人
と
し
て
卑
が
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
実
は
甲
で
は
な
く
甲
の
相
続
人
乙
が
被
裏
か

書
人
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
の
と
同
一
い
み
を
も
つ
・
す
べ
薫
書
は
、
被
裏
書
人
の
生
存
野
糞
裁
量
天
を
権
利
者
た
ら
し
め
、
寂

，
被
裏
書
人
死
亡
後
は
、
其
相
続
人
を
以
て
被
裏
書
八
と
す
る
旨
・
を
表
示
す
る
も
の
と
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。
此
間
の
論
理
は
次
の
三
段

論
法
に
よ
る
。

　
　
一
、
被
相
続
人
甲
が
被
．
裏
書
人
で
あ
る
。

　
二
、
甲
と
其
相
続
人
乙
と
は
同
一
法
人
格
で
あ
る
。

　
三
、
故
に
相
続
人
乙
が
被
裏
書
人
で
あ
る
。

　
右
の
過
程
を
へ
て
相
続
人
は
被
裏
書
人
と
し
て
手
形
関
係
に
入
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
相
続
人
と
被
裏
書
人
（
被
相
続
人
）
と

が
同
一
法
性
格
で
あ
る
こ
ど
が
肯
定
さ
れ
た
所
で
・
手
形
面
上
の
表
示
に
お
い
て
は
、
僻
依
然
と
し
て
被
相
続
人
甲
の
氏
名
の
み
が
被
裏

－
書
人
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
に
止
る
故
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
外
観
上
、
相
続
人
の
形
式
的
資
格
を
認
識
し
え
な
い
。
、
そ
こ
で
外
観

上
・
相
続
人
の
形
式
的
資
格
を
作
出
す
る
方
法
と
し
て
、
被
相
続
入
の
氏
名
を
抹
消
し
て
相
続
人
自
身
の
氏
名
を
代
り
に
補
充
す
る
と

か
、
・
或
は
、
被
相
続
人
の
前
者
に
依
頼
し
て
一
旦
被
相
続
入
へ
の
裏
書
を
抹
消
し
た
上
で
、
新
に
相
続
人
を
被
裏
書
人
と
す
る
記
名
式
裏

書
叉
は
白
地
式
裏
書
を
し
て
、
直
接
に
相
続
人
自
身
が
最
初
か
ら
権
利
者
で
あ
っ
た
（
被
相
続
人
を
と
び
こ
え
て
）
か
の
如
き
外
観
を
作

り
出
す
●
と
い
う
方
栄
誉
き
れ
る
す
）
し
か
し
2
剛
蒼
は
か
か
る
要
求
に
応
ず
べ
義
禁
な
慕
ら
・
必
ず
し
も
右
の
方
替
よ

る
こ
と
は
保
障
さ
れ
す
、
更
に
、
煩
雑
で
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
簡
易
な
外
観
作
出
方
法
と
し
て
浮
び
上
る
の
が
、
h
甲
相
続
人
乙
」
な

る
肩
書
を
表
示
し
て
裏
書
署
名
を
な
す
方
法
で
あ
る
・
右
肩
書
に
詣
り
相
続
人
乙
の
形
式
的
資
格
を
認
識
し
え
な
い
か
否
か
を
次
に
考
察
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d
咽
＝
①
ぎ
の
げ
蝕
目
嘆
1
Ω
⑦
蔚
「
q
◎
・
嵐
ご
蜜
旨
冨
①
冨
り
’
》
・
α
寄
⑳
ま
≦
d
O
り
・
碧
Q
。
は
、
　
「
手
形
面
上
の

記
載
に
よ
っ
て
、
被
裏
書
人
と
裏
書
人
と
の
人
格
の
同
一
性
に
つ
い
て
の
可
能
性
く
島
⑦
碧
の
脅
ヨ
≦
．
8
房
亀
巽
吋
①
毒
び
母
①
冨
α
σ
Q
腎
莫
①
謬
創
①
触

帽
①
話
。
b
苞
9
け
は
馨
）
が
認
識
さ
れ
う
れ
ば
、
裏
書
は
連
続
す
る
」
．
ど
い
う
。
納
富
・
手
形
法
小
切
手
法
論
（
昭
1
6
）
二
八
五
頁
は
「
記
載
上
同
一
人

な
り
と
認
め
う
れ
ば
裏
書
の
連
続
が
あ
る
。
必
ず
し
も
記
載
が
正
確
に
一
致
せ
ぎ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
社
会
通
念
上
皇
一
人
な
り
と
み
と
め
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　

が
如
き
程
度
の
表
示
が
あ
れ
ば
裏
盆
の
連
続
あ
り
と
解
し
う
る
」
と
さ
れ
、
青
木
徹
二
．
手
形
法
論
（
昭
2
）
四
二
一
頁
。
升
本
重
夫
．
手
鼎
小
切
　
　
・

手
法
論
（
昭
1
0
）
一
五
七
頁
以
下
も
同
旨
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
国
・
¢
喜
①
昌
U
霧
ヵ
8
窪
鎚
①
「
を
①
詳
℃
9
且
①
器
q
Q
も
。
。
c
。
ぢ
「
被
裏
書
人
と
裏
書

人
と
の
同
一
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
健
全
な
る
良
識
く
。
話
蝕
包
登
簿
切
①
信
詳
①
目
菖
σ
q
が
判
断
の
標
準
と
な
る
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
被
裏
書
人

の
表
示
と
裏
書
人
の
表
示
と
が
同
一
人
格
を
意
味
す
る
、
こ
と
が
認
識
さ
れ
さ
え
ず
れ
ば
、
裏
書
の
連
続
を
み
と
め
る
の
だ
と
思
う
。
ウ
ル
マ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

伺
書
で
「
裏
書
の
連
続
が
欠
除
し
て
い
る
場
合
で
も
、
民
法
上
の
権
利
承
継
が
有
効
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
認
識
さ
れ
う
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
債
権

譲
渡
の
通
知
書
と
か
相
続
証
明
書
な
ぜ
に
よ
り
）
に
は
、
裏
書
の
草
除
は
架
橋
せ
ら
れ
て
v
裏
書
中
断
後
の
裏
書
も
完
全
な
る
資
格
授
与
的
効
力
を

生
ず
る
か
ら
、
善
意
取
得
も
み
と
め
ら
れ
る
。
但
し
、
権
利
承
継
が
無
効
で
あ
れ
ば
善
意
取
得
は
あ
り
え
ぬ
し
と
し
て
い
る
。

　
侮
　
裏
書
連
続
あ
り
と
い
う
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
裏
書
が
、
直
前
裏
書
に
よ
り
て
形
式
的
資
格
遊
与
え
ら
れ
た
者
に
よ
り
て
な
さ
れ
て
い
嶋
こ

と
を
必
要
と
す
る
。
山
尾
・
前
掲
書
二
五
四
頁
。
ω
↑
Q
o
漏
斗
N
・
》
頓
桑
田
ゆ
9
ヒ
ご
①
b
簿
。
ぎ
ρ
畑
・
O
・
6
∩
・
嵩
ゆ
・
　
　
．

　
㈲
　
千
野
・
前
掲
判
例
研
究
一
噌
五
頁
。
杉
之
原
・
法
協
四
七
巻
一
〇
三
六
頁
b
コ
①
§
韮
山
b
Q
◎
・
c
。
一
・

ω
こ
の
場
負
相
続
人
に
か
か
る
抹
消
を
な
レ
つ
る
権
限
が
あ
る
か
否
か
・
被
夢
人
の
昏
の
み
を
抹
消
し
た
場
合
に
は
・
F
そ
の
蕃
が
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

頁
、
四
七
頁
以
下
参
照
。
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．

　
　
　
　
　
　
〔
五
〕
　
相
続
入
資
格
の
表
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

　
相
続
人
た
る
資
格
が
手
形
面
上
表
示
さ
れ
す
し
て
単
に
相
続
人
自
身
の
氏
名
の
み
を
以
て
裏
書
署
名
し
た
場
合
に
は
、
手
形
面
上
O
表
の

示
の
み
に
よ
っ
て
形
式
的
に
判
断
さ
る
べ
き
2
農
書
連
続
の
問
黙
し
て
は
・
被
裏
書
人
（
被
相
続
人
）
と
、
嚢
人
（
相
葵
）
と
の
氏
み
β

名
垂
垂
ら
し
て
・
両
者
の
同
天
格
性
が
認
識
せ
ら
れ
す
し
て
、
む
し
ろ
、
両
者
は
全
然
別
箇
の
人
言
と
み
ら
れ
ざ
る
隻
す
、
叡

両
者
の
間
に
は
、
代
理
関
係
も
相
続
関
係
も
存
在
し
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
た
め
に
、
裏
書
連
続
な
し
・
と
結
論
さ
れ
ざ
る
を
え
な

い
。
こ
れ
は
宛
も
、
代
理
権
あ
る
者
の
署
名
が
あ
っ
て
も
代
理
関
係
の
表
示
が
な
い
場
合
に
は
、
裏
書
連
続
な
し
と
判
断
さ
れ
る
。
の
と

同
一
で
あ
る
。
レ
た
が
っ
て
、
た
と
い
真
正
の
相
続
人
で
あ
っ
て
も
、
相
続
関
係
を
表
示
せ
す
し
て
裏
書
署
名
し
た
場
含
に
裏
書
連
続
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

し
℃
と
さ
れ
る
の
は
、
手
形
の
記
載
性
な
い
し
形
式
主
義
か
ら
し
て
止
む
を
え
ざ
る
所
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
相
続
人
資
格
の
表
示
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
表
示
な
き
場
合
と
事
惰
が
異
る
故
、
裏
書
連
続
の
有
無
に
つ
い
て
も
別
異
の
取

扱
を
う
一
べ
き
も
の
と
心
気
2
暫
し
・
右
肩
書
の
表
示
あ
る
場
合
に
は
・
手
形
面
上
の
記
藝
ら
し
て
・
前
述
三
段
階
の
論
響
へ
る
，

こ
と
に
よ
つ
て
、
相
続
人
の
形
式
的
資
格
を
認
識
し
う
る
が
故
に
、
裏
書
の
連
続
を
承
認
し
う
る
に
反
し
、
「
肩
書
の
表
示
な
き
場
合
に

は
、
手
形
面
上
の
記
載
に
お
い
て
は
、
被
裏
書
人
と
裏
書
人
と
の
同
一
性
が
認
識
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
す
、
通

説
は
、
か
か
る
柑
続
人
資
格
の
表
示
を
以
て
手
形
法
的
効
力
を
全
く
有
し
な
い
も
の
と
し
て
、
右
表
示
な
き
場
合
と
全
く
同
一
に
取
扱
っ

て
い
驚
私
は
こ
の
点
に
疑
問
を
も
ケ
・
た
ど
え
ば
・
甲
会
社
A
支
店
が
被
裏
書
人
と
し
て
表
示
さ
れ
・
そ
の
次
の
裏
書
全
し
薫
会

社
B
支
店
長
が
署
名
し
て
い
る
場
合
に
も
裏
書
連
続
あ
り
ゼ
と
せ
ら
れ
る
の
ば
・
♂
の
裏
面
か
ら
し
て
・
被
裏
書
人
と
裏
書
全
が
財

産
法
上
同
一
人
格
者
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
認
識
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
人
資
格
を
表
示
し
て
相
続
入
が
裏
書

し
た
場
合
に
、
被
裏
書
人
と
裏
書
人
と
の
同
一
性
が
、
両
表
示
か
ら
し
て
認
織
し
う
る
か
否
か
ビ
、
ま
す
問
題
と
さ
る
べ
き
で
あ
紅
、
右

認
識
が
可
能
で
あ
る
と
確
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
裏
書
連
続
を
み
と
め
る
こ
と
は
一
向
に
差
支
え
な
い
筈
で
あ
る
。



O

　
　
　
所
で
、
・
相
続
人
資
格
の
表
示
あ
る
場
合
に
も
表
示
な
き
場
合
と
同
様
に
裏
書
連
続
な
し
と
す
る
否
定
説
は
、
何
を
根
拠
に
す
る
か
は
、

　
　
明
白
に
は
答
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
’
そ
の
一
つ
の
論
拠
は
次
の
点
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
純
形
式
的
に
判
断
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
た
と
い
相
続
人
資
格
の
表
示
が
あ
ろ
う
と
も
、
手
形
面
上
で
被
裏
書
人
と
し
て
表
示
さ
れ
た
被
相
続
人
と
、
そ
れ
に
つ
捌
く
裏
書
に
裏
書

　
　
人
と
し
て
表
示
さ
れ
た
相
続
人
と
は
、
別
人
格
で
あ
る
か
ら
、
裏
書
は
中
断
す
る
と
解
す
る
外
な
い
」
と
。
こ
こ
で
は
、
被
相
続
人
と

　
相
続
人
と
が
別
人
格
で
あ
る
こ
と
が
当
然
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
か
か
為
前
提
そ
の
「

　
　
も
の
に
こ
そ
私
が
疑
問
を
有
す
る
こ
と
は
、
既
に
〔
二
）
に
お
い
て
詳
述
し
た
所
で
あ
る
。
こ
之
で
此
面
を
繰
返
す
必
要
は
な
い
が
、
要

　
　
　
　
　
、

　
　
す
る
に
、
手
形
債
権
が
相
続
財
産
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
こ
の
手
形
関
係
に
お
い
て
は
被
相
続
人
と
相
続
人
と
が
同
一
人
格
者
と

　
　
み
な
さ
れ
る
、
こ
と
が
相
続
の
本
質
で
あ
る
。
相
続
に
つ
い
て
右
の
如
き
地
位
承
継
説
（
叉
は
人
格
同
一
説
）
の
見
解
を
と
る
立
場
か
ら
す

　
　
れ
ば
、
否
定
説
の
前
提
そ
蜘
自
体
が
崩
壊
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
コ
私
は
右
の
立
場
か
ら
し
て
、
相
続
人
資
格
の
表
示
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
被
裏
書
人
と
裏
書
人
と
の
同
一
性
を
認
識
し
う
る
に
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
、
－
こ
の
場
合
、
裏
書
連
続
が
当
然
に
存
在
す
る
も
の
ど
考
え

　
　
る
。

　
　
　
否
定
説
の
第
二
の
論
拠
．
と
し
て
は
、
次
の
理
由
を
も
数
え
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
即
ち
、
　
「
相
続
人
資
格
の
表
示
あ
る
場
合
に
裏
書
の

　
　
連
続
を
み
と
め
る
こ
と
ガ
、
手
形
法
＝
ハ
条
一
項
に
反
す
る
形
式
的
資
格
の
」
作
出
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
手
形
法
は
険
行
法
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
か
ら
、
一
六
条
一
項
に
反
す
る
形
式
的
資
格
の
作
出
は
、
承
認
し
え
な
い
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
し
か
し
、
右
の
非
難
は
相
続
人
に
つ
い
て
は
当
ら
な
い
と
思
う
。
け
だ
し
、
手
形
法
一
六
第
一
項
は
、
裏
書
連
続
の
定
義
を
し
て
い
な
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
い
が
、
手
形
面
上
の
記
載
か
ら
し
て
被
．
裏
書
人
と
裏
書
人
と
の
同
噸
性
が
認
識
さ
れ
う
る
場
合
に
裏
書
連
続
を
み
と
め
る
こ
と
を
、
否
定
3
5

説
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
・
私
は
・
相
続
関
係
の
表
黍
あ
れ
ば
・
右
同
一
性
を
認
識
し
う
る
に
雰
で
あ
る
か
ら
裏
童
蓮
続
あ
ρ

論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

　
、
り
・
と
主
張
す
る
に
止
る
か
ら
で
あ
る
。
、

穿



脅
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た
し
か
に
、
債
権
譲
受
人
の
肩
書
を
以
て
す
る
裏
書
に
よ
っ
て
は
、
被
裏
書
人
と
裏
書
人
と
の
同
一
性
を
基
礎
づ
け
克
な
い
と
考
え
ら
4

れ
る
こ
ど
前
述
〔
二
〕
章
0
㌍
で
あ
る
か
ら
・
此
場
倉
・
裏
書
連
続
を
み
と
め
る
量
は
・
手
形
法
＝
ハ
面
懸
に
反
す
る
形
式
的
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籍
の
作
出
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
．
て
不
当
で
あ
る
量
は
い
う
ま
で
も
な
松
し
か
し
、
債
権
譲
受
全
相
続
全
が
全
国
る
地
侮

位
に
あ
る
こ
と
前
述
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
右
否
定
説
の
非
難
億
、
債
権
譲
受
人
の
な
し
た
る
裏
書
に
つ
い
て
妥
当
す
る
の
み
で
、
相
続
2
3

人
の
た
し
た
る
裏
書
に
つ
い
て
は
、
妥
当
し
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
否
定
説
の
第
三
の
論
拠
は
次
の
点
に
求
め
ら
れ
て
い
亙
吻
）
「
相
続
人
と
肩
書
し
て
い
る
限
り
裏
書
連
続
あ
り
と
い
う
な
ら
ば
へ
債
権
譲

受
人
と
一
宇
書
し
て
あ
る
場
合
に
も
裏
書
連
続
あ
り
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
い
。
け
だ
し
両
者
共
に
実
質
的
資
格
あ
る
点
で
は
全
く
相
異
が
な

い
故
。
一
体
両
者
を
区
別
す
る
根
拠
如
何
」
と
。
た
し
か
に
実
質
的
資
格
あ
る
点
で
は
両
者
間
に
差
異
は
な
い
。
し
か
し
私
は
「
相
続
人

に
実
質
的
資
格
あ
る
こ
と
」
を
理
由
に
し
て
裏
書
連
続
あ
り
と
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
被
相
続
入
と
相
続
入
の
同
．
一
性
が
手
形
上
の
記

載
に
よ
っ
て
認
識
で
き
る
・
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
述
の
如
ぐ
債
権
譲
受
人
と
相
続
人
と
は
異
る
地
位
に
あ
る
が
故
に
、

両
肩
書
の
も
つ
い
み
も
異
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
相
続
入
の
表
示
は
人
格
同
一
性
を
基
礎
づ
け
る
に
十
分
で
あ
る
が
、
債
権
譲
受
人
の
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賢
（
8
）

表
示
は
右
同
一
性
を
基
礎
づ
け
え
な
い
・
と
い
う
点
に
、
両
者
の
結
論
の
差
異
が
出
て
く
る
原
因
が
あ
る
。

　
否
定
説
の
第
四
の
論
拠
は
次
の
点
に
求
め
ら
れ
る
（
「
9
新
民
法
は
・
旧
民
法
の
単
独
相
続
原
則
を
す
て
て
共
同
相
続
原
則
を
と
っ
て
い
る

・
か
ら
相
続
人
が
一
人
で
手
形
債
権
を
相
続
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裏
書
連
続
を
み
と
め
る
必
要
は
旧
法
で
は
存
在
し
た
幽

か
も
知
れ
な
い
が
、
新
法
に
お
い
て
は
そ
の
必
要
が
な
く
、
権
利
者
の
確
定
に
困
難
が
あ
る
」
と
。
し
か
し
、
か
か
る
理
由
は
否
定
説
の

論
拠
と
は
な
り
難
い
と
思
う
・
け
だ
し
ω
、
此
へ
同
相
続
人
の
中
の
全
員
が
そ
の
肩
書
を
表
示
し
て
裏
書
す
る
場
合
に
は
、
旧
法
に
お
い
て

家
督
相
続
人
一
人
が
そ
の
肩
書
を
以
て
裏
書
し
た
場
合
と
異
る
取
扱
を
な
す
べ
き
十
分
の
理
由
が
な
い
し
Y
②
、
更
に
、
た
と
い
共
同
相

続
人
の
中
の
一
人
が
、
そ
の
相
続
分
を
こ
え
て
単
独
で
裏
書
し
た
場
合
と
雛
も
斗
共
同
代
理
入
の
定
め
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
其
中
の



〆

説
，論

一
人
が
其
代
理
権
を
濫
用
し
て
単
独
で
裏
書
し
た
場
合
と
、
別
異
に
取
扱
う
理
由
は
な
く
、
共
同
代
理
人
の
中
の
一
人
が
な
し
た
裏
書
に

は
資
格
授
与
的
効
力
が
あ
り
、
逆
に
、
共
同
相
続
人
中
の
一
人
の
な
し
た
裏
書
に
は
右
効
力
が
な
い
・
と
す
べ
き
十
分
な
る
根
拠
は
見
出

せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
或
は
又
、
相
続
資
格
の
冒
用
を
恐
れ
て
、
否
定
説
を
と
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
代
理
資
格
の
冒
用
を
防
止
し
え
な
い
以
上
、
か
り

に
相
続
資
格
の
冒
用
の
可
能
性
が
埋
っ
た
と
し
て
も
、
殊
更
に
、
手
形
取
引
を
危
機
に
追
込
む
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
か
右
の
理
由
も

否
定
説
を
根
拠
づ
け
る
に
ば
＋
分
で
な
い
と
思
う
。

　
以
上
述
べ
た
如
く
、
否
定
説
の
論
拠
は
何
れ
も
十
分
で
な
い
。
む
し
ろ
、
私
は
、
既
述
の
如
く
、
相
続
人
と
被
相
続
人
と
の
入
格
同
一

性
と
い
う
理
論
構
成
に
基
い
て
、
相
続
入
資
格
の
表
示
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
表
示
か
ら
し
て
外
観
上
隔
同
一
性
を
認
識
し
う
る
が
故

に
、
相
続
人
の
裏
書
に
つ
い
て
、
被
相
続
人
の
裏
書
と
同
一
の
効
力
を
み
と
め
る
の
が
正
し
い
と
考
え
る
。
右
の
結
論
は
、
ド
イ
ツ
の
通
．

頓
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

説
。
判
例
の
結
論
と
一
致
し
、
我
国
の
大
審
院
判
例
お
よ
び
一
部
学
説
の
見
解
と
同
一
で
あ
る
。
し
か
も
、
右
の
如
き
理
論
構
成
は
簡
単

に
で
は
あ
る
が
ド
ィ
匿
奮
て
既
に
試
み
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
か
ら
蜘
ざ
も
・
私
の
独
断
と
ば
か
り
は
い
鑑
い
・

　
尤
も
、
右
の
結
論
が
著
し
く
手
形
取
引
の
迅
速
確
実
を
害
す
る
と
い
う
の
な
ら
、
と
も
か
く
も
、
む
し
ろ
、
権
利
の
行
使
・
義
務
の
履

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
、
）

行
が
簡
易
化
さ
れ
て
、
よ
り
一
層
手
形
の
効
用
を
高
め
る
こ
と
は
疑
の
な
い
所
で
あ
る
か
ら
、
右
理
論
構
成
に
基
い
て
肯
定
の
結
論
を
み

ち
び
く
の
が
正
当
で
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
ω
山
尾
・
摯
形
法
論
（
鴨
二
；
頁
は
・
手
形
外
灘
の
；
の
成
立
誕
と
し
て
・
「
記
載
嘗
姦
え
ら
れ
て
い
る
が
・
「
記
載
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
　
恐
れ
な
い
事
項
は
原
則
走
も
て
手
形
関
係
の
基
準
的
内
容
に
這
入
ら
な
い
で
、
単
に
対
人
関
係
に
於
て
の
み
意
義
を
有
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
、
か
く
3

　
　
　
の
如
く
記
藝
手
形
関
係
に
養
的
愛
す
る
嚢
は
重
に
・
遠
慮
そ
れ
に
応
ず
る
手
形
関
係
の
実
質
的
存
在
に
対
す
る
外
攣
作
出
す
る
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

　
　
と
を
結
果
す
る
」
と
い
わ
れ
て
、
∩
曽
’
5
二
巴
b
矯
乎
ρ
・
O
・
Q
◎
・
。
。
N
h
“
三
鄭
一
げ
〒
国
詩
げ
9
6
げ
ω
ω
・
ホ
評
宝
。
。
を
引
用
さ
れ
て
い
る
。



論説

ω
籍
承
継
籍
の
表
示
あ
る
湯
ム
・
と
、
奈
な
き
場
ム
．
と
を
区
別
し
な
い
所
の
通
説
に
対
し
て
、
私
と
同
繕
疑
問
を
も
つ
人
が
あ
る
。
た
％

と
え
ば
、
升
本
重
夫
・
法
学
新
報
四
三
巻
｝
号
＝
五
頁
は
、
そ
の
詳
細
な
論
拠
を
示
さ
ず
し
て
、
た
だ
「
裏
書
連
続
の
有
無
の
点
に
つ
い
て
は
、
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁

包
括
承
継
の
場
合
と
特
定
承
継
の
場
合
、
肩
書
の
付
記
あ
る
場
合
と
然
ら
ぎ
る
場
合
と
に
よ
り
、
必
ず
し
も
一
様
に
論
ず
べ
き
に
あ
ら
ず
と
思
考
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

る
」
と
さ
れ
て
、
私
と
同
様
の
疑
問
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
昔
の
我
国
の
通
説
・
判
例
が
、
特
定
承
継
と
包
括
承
継
、
表
示
あ
る
場
合
と
な
獣
場
合
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

と
を
、
区
別
し
て
取
扱
っ
た
点
に
つ
い
て
近
時
の
通
説
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
私
は
、
判
例
の
結
論
が
正
当
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
理
論
構
成
を
試
み
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
，

　
㈹
　
鈴
木
・
前
掲
法
協
論
文
二
一
t
二
二
頁
。
二
五
頁
。
竹
田
・
前
掲
民
商
論
文
二
三
四
頁
。
伊
沢
・
手
形
法
小
切
手
法
三
八
九
頁
な
ど
。

．
ω
　
男
Ω
・
這
・
這
N
・
＜
α
q
γ
9
苞
断
①
】
繭
ω
騨
郵
・
O
・
ω
Q
◎
」
一
。
。
》
檀
。
。
嚇
　
竹
田
・
手
形
法
大
意
（
昭
7
）
二
三
八
頁
以
下
も
、
被
裏
書
入
と
し
て
三
菱

銀
行
京
都
支
店
が
表
示
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
づ
く
裏
書
人
と
し
て
三
菱
銀
行
大
阪
支
店
が
表
示
ざ
れ
て
い
る
場
合
を
例
に
あ
げ
て
、
同
一
主
旨
の
こ
と

を
の
べ
牡
れ
て
．
い
る
・
最
高
裁
・
昭
和
二
七
・
＝
・
二
五
新
判
例
大
系
商
法
2
（
昭
2
9
）
七
〇
八
ノ
五
一
も
「
手
形
の
裏
書
連
続
あ
り
と
す
る
に

は
、
第
一
裏
書
に
お
け
る
被
裏
書
人
と
第
二
裏
書
の
裏
書
人
と
が
同
一
人
で
あ
る
こ
と
が
表
示
さ
れ
て
お
れ
ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、
右
被
裏
書
人
と

裏
書
人
の
三
顧
と
が
一
字
一
旬
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
」
と
判
旨
し
て
い
る
。
尚
最
高
裁
昭
三
〇
・
九
二
二
〇
判
決
。
判
例
時

報
昭
三
〇
」
一
〇
・
一
五
号
参
照
。

　
㈲
　
竹
田
・
前
掲
論
文
二
三
三
i
二
三
四
頁
は
債
権
譲
受
人
の
裏
書
に
つ
い
て
本
文
に
述
べ
■
た
よ
う
な
非
難
を
浴
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
同
氏

は
相
続
人
と
債
権
譲
受
人
と
を
区
別
さ
れ
な
い
か
ら
（
前
掲
論
文
二
一
二
四
頁
、
同
氏
・
手
形
法
大
意
二
四
三
頁
）
相
続
人
に
つ
い
て
も
同
じ
見
解
に

基
く
非
難
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
竃
討
冨
魯
9
ω
・
ご
Q
。
》
豊
富
』
α
鎚
鵬
℃
≦
O
・
は
、
民
法
上
の
債
権
譲
受
人
が
そ
の
資
格
を
表
示
し
て

裏
書
し
た
場
合
に
は
裏
書
連
続
な
し
と
し
て
否
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
否
定
の
根
拠
と
し
て
、
「
か
か
る
裏
書
に
資
格
授
与
的
効
力
を
み
と
め

る
こ
と
は
、
W
O
三
六
条
（
手
形
法
一
六
条
一
項
）
と
同
一
内
容
」
筆
者
註
）
に
規
定
す
る
所
と
異
る
い
み
の
形
式
的
資
格
の
作
出
を
み
と
め
る
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
。
更
に
、
ミ
プ
ア
エ
リ
ス
は
、
〉
ゴ
目
国
命
㈱
状
牲
妄
○
・
Q
◎
・
鎗
。
。
に
お
い
て
は
、
相
続
人
と
債
権
譲
受
人
と
を
区
別



“

、

、

論説

し
て
、
相
続
人
資
格
の
表
示
あ
る
場
合
に
は
、
人
格
の
同
一
性
が
手
形
面
上
認
識
し
う
る
が
故
に
、
こ
の
場
合
に
裏
書
連
続
を
み
と
め
る
こ
と
は
別

に
W
O
三
六
条
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
と
し
た
上
で
、
「
民
法
上
の
債
権
譲
受
人
0
場
合
は
、
相
続
人
の
場
合
と
は
其
の
事
情
を
異
に
す

る
。
け
だ
し
、
債
権
譲
受
人
で
あ
る
旨
の
表
示
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
被
裏
書
人
と
裏
書
人
と
の
人
格
の
同
一
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
私
と
同
一
見
解
を
と
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

」
㈲
．
同
旨
竃
駒
9
曽
㊦
齪
。
。
騨
・
乎
O
・
ω
・
＝
c
。
〉
旨
目
凸
α
N
口
㈱
ゆ
≦
O
．

　
ω
　
伊
沢
・
手
形
法
小
切
手
法
三
八
八
－
九
頁
。
竹
田
・
前
掲
論
文
二
三
四
頁
は
「
…
裏
書
の
連
続
と
は
裏
書
が
裏
書
に
よ
っ
て
連
続
す
る
こ
と

の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
相
続
人
と
肩
書
し
て
あ
る
限
り
、
実
質
的
連
続
が
手
形
面
の
記
載
上
認
め
得
る
が
故
に
へ
裏
書
の
申
断
と

な
ら
ぬ
と
い
う
の
な
ら
ば
、
独
り
相
続
の
場
合
に
限
ら
ず
、
債
権
譲
受
人
と
肩
書
し
て
あ
る
場
合
も
同
じ
く
裏
書
連
続
の
中
断
と
な
ら
ぬ
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
、
右
の
点
を
否
定
説
の
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
、
こ
の
理
由
は
否
定
説
の
論
拠
と
し
て
は
、
消
極
的
意
理
由
す
に

ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
、
債
権
譲
受
人
と
相
続
人
と
が
当
然
同
一
に
取
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
が
、
当
然
の
前
提
と
し
て
独
断
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
前
提
（
債
権
譲
受
は
特
定
承
継
で
あ
り
、
相
続
は
包
括
承
継
で
あ
っ
て
、
権
利
承
継
の
点
で
は
両
者
同
一
で
あ
る
か
ら

債
権
譲
受
人
と
相
続
人
と
は
同
一
に
取
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
）
そ
れ
自
体
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
前
述
の
如
し
。

　
　
⑱
　
同
旨
竃
搾
げ
拶
巴
富
○
α
q
α
・
一
一
G
G
』
一
。
。
”
》
づ
ヨ
』
α
N
β
鵬
燈
亭
》
b
目
・
軌
碧
㈱
撰
≦
6
・

　
　
㈲
　
高
田
源
清
教
授
・
証
券
法
概
論
上
巻
（
昭
3
0
）
二
一
一
頁
。

　
　
⑩
　
前
掲
e
の
註
ω
を
参
照
せ
よ
。

⑪
た
と
乱
切
・
§
・
・
帥
・
ξ
も
⇔
・
．
き
二
塁
。
・
亭
・
。
二
『
⑩
・
腎
げ
聾
｝
α
ゆ
い
α
・
　
　
　
　
牌

・
け
⑫
　
後
述
㈹
あ
と
が
き
に
述
べ
右
所
の
諸
点
葱
参
照
せ
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9

　　

ﾈ
お
・
森
は
・
相
続
の
場
合
を
箆
取
上
げ
た
の
で
あ
る
が
・
会
社
合
併
の
場
合
に
も
人
格
縷
説
の
立
響
と
れ
媛
・
相
続
に
つ
い
て
と
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

　
同
一
の
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
。
ま
た
、
指
名
債
権
譲
渡
の
方
法
に
よ
る
手
形
の
譲
渡
が
許
さ
れ
る
か
否
か
、
に
つ
い
て
も
、
別
の
機
会
に
検
討
す



　
　
　
　
る
予
定
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
は
、
否
定
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
も
し
㍉
　
否
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
稿
の
如
く
、
相
続
入
と
債
権
譲
受
人
と
の

説
　
地
位
の
相
暑
・
さ
ま
で
深
く
論
ず
る
必
要
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
・
　
　
　
馳
　
　
－
　
　
塑

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
　
　
以
上
の
所
論
が
正
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
・
相
続
人
の
な
し
砦
裏
書
は
、
被
相
続
合
言
な
し
た
る
裏
書
と
全
く
同
一
の
効
力
を
も
取

　
　
っ
。
そ
の
場
合
の
手
形
関
係
に
つ
い
て
、
簡
単
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　
ω
　
被
相
続
人
と
相
続
人
と
’
が
同
一
地
位
に
立
つ
故
、
被
相
続
人
に
形
式
的
資
格
あ
り
た
る
限
り
、
，
相
続
人
の
な
し
た
る
裏
書
に
も
資
格

　
　
授
与
的
効
力
が
み
ど
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
手
形
を
取
得
し
た
手
形
所
持
人
は
、
，
裏
書
の
連
続
に
よ
り
自
己
の
形
式
的
資
格

　
　
を
証
明
し
う
る
が
故
に
、
別
に
、
そ
の
実
質
的
資
格
を
立
証
す
る
こ
と
を
要
せ
す
し
て
権
利
を
行
硬
し
う
る
。

　
　
②
　
右
の
手
形
所
持
人
は
形
式
的
資
格
を
有
す
る
故
、
こ
の
者
に
対
し
て
支
払
を
な
し
た
る
手
形
債
務
者
は
、
野
寄
・
軍
過
失
な
き
限
り

　
　
莞
責
さ
れ
ゐ
。
相
続
あ
り
た
る
こ
と
の
立
証
を
求
め
る
権
利
は
債
務
者
に
は
な
く
、
却
っ
て
、
相
続
な
き
こ
と
を
債
務
者
が
立
証
し
な
い

　
　
限
り
、
支
払
を
拒
み
え
な
い
。

　
　
③
　
右
手
形
は
裏
書
連
続
あ
る
手
形
で
あ
る
し
、
相
続
人
は
形
式
的
資
格
あ
る
手
形
所
持
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
形
式
的
資
格
を
信
じ
て

　
　
手
形
を
取
得
し
た
者
は
、
悪
意
重
過
失
な
き
限
り
手
形
上
の
権
利
を
善
意
取
得
す
る
。
こ
の
場
合
、
裏
書
連
続
な
し
と
い
う
否
定
説
に
よ

　
　
　
（
1
）

　
　
れ
ば
、
・
⊃
方
権
利
行
使
の
関
係
に
お
い
て
は
、
裏
書
連
続
の
中
断
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
形
所
持
人
が
其
実
質
的
承
継
関
係
を
証

　
　
明
す
る
限
り
、
手
形
上
の
権
利
を
行
使
し
う
る
こ
と
に
な
る
の
に
、
他
方
、
善
意
取
得
σ
問
題
に
つ
い
て
は
、
か
く
の
如
き
者
よ
り
善
意

　
　
で
手
形
を
取
得
し
て
も
、
其
手
形
所
持
人
は
保
護
を
う
け
え
な
い
こ
と
と
な
り
、
彼
是
釣
合
が
と
れ
な
い
」
と
い
う
非
難
を
免
れ
ん
が
た

　
　
め
に
、
　
「
裏
書
の
連
続
が
申
書
し
て
い
る
場
合
に
も
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
実
質
的
承
継
の
存
す
る
こ
と
を
信
じ
、
か
つ
、
か
く
信
じ
た

　
　
る
に
つ
き
重
過
失
な
き
限
の
、
一
六
条
二
項
に
よ
る
善
意
取
得
を
な
し
う
る
と
解
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
が
如
き
苦
し
い

ρ

燥



ρ

●

　
　
説
咀
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
肯
定
説
に
よ
れ
ば
、
容
易
に
、
善
意
取
得
の
可
能
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
う
る
。

　
　
㈲
　
被
相
続
人
が
な
し
た
る
裏
書
と
同
」
効
力
を
有
す
る
が
故
に
、
被
相
続
人
の
負
担
し
う
べ
き
意
志
義
務
と
同
一
の
義
務
を
、
相
続
人

　
　
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
否
定
説
は
、
　
「
手
形
所
持
人
が
実
質
的
権
利
の
証
明
に
成
功
し
た
場
合
に
限
り
、
相
続
人
の
朔
及
義
務

　
　
が
あ
り
、
こ
の
証
明
が
な
い
限
り
手
形
所
持
人
は
支
払
拒
絶
証
書
を
作
成
せ
し
め
え
す
、
し
た
が
っ
て
相
続
人
に
遡
求
義
務
な
し
」
と
し

　
　
　
　
　

　
　
て
、
相
続
人
の
遡
求
義
務
を
右
立
証
の
成
否
に
か
け
る
の
で
あ
る
が
、
肯
定
説
を
と
れ
ば
、
無
条
件
に
相
続
人
の
遡
求
義
務
を
承
認
し
う
、

　
　
る
故
、
よ
り
一
層
手
形
の
流
通
促
進
に
寄
与
す
る
結
果
に
な
る
。

　
　
⑤
　
右
の
如
く
、
手
形
所
持
人
の
権
利
行
使
の
可
能
性
・
債
務
者
の
支
払
免
責
・
相
続
人
の
担
保
義
務
・
な
ど
が
、
す
べ
て
、
手
形
所
持

　
　
人
の
実
質
的
資
格
の
立
証
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
・
と
否
定
説
は
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
手
形
所
持
人
の
立
証
す
べ
き
範
囲
は

　
　
ど
こ
ま
で
か
（
相
続
関
係
に
つ
い
て
の
み
立
証
す
れ
ぼ
足
り
る
の
か
・
相
続
人
以
後
の
一
切
の
権
利
移
転
に
つ
い
て
立
証
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ

　
　
ら
ぬ
か
）
に
つ
い
て
も
争
が
あ
る
。
か
り
に
相
続
人
以
降
手
形
所
持
人
に
至
る
ま
で
の
権
利
移
転
に
つ
き
一
切
証
明
す
る
こ
と
を
要
す
・

　
　
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
手
形
所
持
人
の
地
位
ぽ
通
常
の
債
権
譲
受
八
の
地
位
と
殆
ど
選
ぶ
所
が
な
く
、
被
相
続
人
の
死
亡
と
い
う
偶
然
的

　
　
な
事
情
に
よ
っ
て
、
指
図
禁
正
手
形
と
同
一
の
程
度
に
ま
で
手
形
の
流
通
性
が
剥
奪
さ
れ
た
結
果
に
な
る
。
之
に
反
し
て
、
手
形
所
持
人

　
　
の
証
明
は
、
相
続
人
と
被
相
続
人
間
の
権
利
移
転
閣
係
に
つ
い
て
要
求
さ
れ
る
に
止
り
、
そ
れ
以
降
の
権
利
移
転
関
係
に
つ
い
て
ま
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
・
々
立
証
す
る
必
要
が
な
い
・
と
い
う
説
を
と
る
と
す
れ
ば
、
何
故
に
、
相
続
関
係
の
立
証
の
み
に
よ
っ
て
、
裏
書
中
断
後
の
裏
書
に
資
格

　
　
授
与
的
効
力
が
生
す
る
か
・
に
つ
い
て
、
改
め
て
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
㈲
　
否
定
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
相
続
人
が
完
全
な
資
格
授
与
的
効
力
あ
る
裏
書
を
な
す
た
め
、
窮
余
の
方
策
と
し
で
、
④
既
に
死
亡
簡

O



●

、

論　旧

名
す
る
を
以
て
足
る
。
し
か
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
代
理
人
と
し
て
相
続
八
が
裏
書
し
た
場
合
に
億
裏
書
連
続
あ
り
と
さ
れ
る
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
へ
相
続
人
が
そ
の
資
格
を
表
示
し
て
裏
書
を
な
し
た
る
場
合
、
正
直
に
相
続
人
で
あ
昌
る
旨
を
明
示
し
た
た
め
に
却
っ
て
裏
書
連
続
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

し
」
ど
さ
れ
る
が
如
き
、
権
衡
を
失
す
る
こ
と
甚
し
い
結
論
を
甘
受
す
ゐ
必
要
が
な
く
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

Gり

@
相
続
名
義
冒
用
者
あ
る
場
合
の
手
形
関
係
は
大
要
次
の
如
ぐ
考
え
ら
れ
る
。
た
と
い
実
質
的
に
は
相
続
人
で
な
か
り
し
者
と
難
も
、
　
籔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

手
八
条
の
頚
推
に
よ
り
、
真
正
相
続
人
（
被
相
続
入
）
が
負
担
す
べ
き
と
同
一
の
責
任
を
負
う
（
遡
求
義
務
）
。
手
四
七
条
は
再
償
還
の

要
件
と
し
て
償
還
義
務
者
が
其
義
務
を
履
行
し
て
手
形
を
受
戻
し
た
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
に
止
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
表
見
相
続
人
の

再
思
求
権
の
行
使
を
妨
げ
な
い
（
そ
の
行
使
を
否
定
す
る
と
表
見
相
続
人
が
最
終
償
還
者
と
な
り
、
表
見
相
続
人
の
前
者
は
そ
の
担
保
義

務
を
免
れ
る
こ
之
と
な
っ
て
不
当
だ
か
ら
）
。
ま
た
、
手
形
債
務
者
は
真
正
相
続
人
に
対
す
る
と
同
一
の
抗
弁
。
従
っ
，
て
被
相
続
人
に
対

，
抗
し
う
べ
き
抗
弁
を
以
て
表
見
相
続
人
に
対
抗
し
う
る
。
　
（
け
だ
し
、
手
形
債
務
者
は
、
相
続
名
義
冒
用
の
裏
書
人
の
介
在
に
よ
り
、
利

益
を
う
く
べ
き
理
由
が
な
い
と
同
時
に
、
反
面
、
か
か
る
者
の
介
在
に
よ
り
不
利
益
を
う
く
べ
き
理
由
も
な
く
、
結
局
か
か
る
者
の
介
在

な
き
場
合
と
同
一
の
地
位
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
手
形
法
八
条
が
「
支
払
テ
ナ
シ
タ
ル
無
権
代
理
人
」
に
つ
き
本
人
と
同
一
の
権
利

の
取
得
を
許
容
し
た
の
ば
、
右
の
主
旨
を
明
示
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
、
し
か
も
、
無
権
代
理
人
と
同
じ
く
表
見
相
続
人
も
自
己
の
署
名

を
手
形
面
上
に
顕
現
せ
し
め
て
お
り
、
た
だ
そ
の
資
格
（
肩
書
）
を
冒
用
し
た
に
止
る
点
に
お
い
て
は
変
り
が
な
い
の
で
、
，
抗
弁
の
問
題

に
つ
い
て
も
、
三
八
条
が
類
推
摘
用
ざ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
）
。
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